
　
　
　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
貞
享
末
・
元
禄
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
江
戸
版
の
浮
世
草

子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）
の
翻
刻
と
解
題
で
あ
る
。

『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
は
仮
題
だ
が
、『
好
色
三
人
紅
』
の
後
印
修
訂
本
で
、
そ
の

巻
一
に
相
当
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
を
記
す
。

〔
書
誌
〕

　
　
　
　

好
色
三
人
紅　

刊
本　

半
紙
本　

巻
二
、一
冊　

架
蔵
本

表　
　

紙　

縹
色
無
地
原
表
紙
。
縦
二
二
・
五
糎
横
一
六
・
〇
糎
。

本　
　

文　

四
周
単
辺
。
縦
一
九
・
一
糎
横
一
四
・
三
糎
。
半
丁
十
一
行
二
十
字
前

後
。
目
録
は
半
丁
七
行
十
字
前
後
。

構　
　

成　

全
十
五
丁
（
目
録
一
丁
「
一
」、
本
文
十
四
丁
「
二
～
十
五
」）。

挿　
　

絵　

見
開
三
面
（
二
ウ
三
オ
・
六
ウ
七
オ
・
十
一
ウ
十
二
オ
）。

題　
　

簽　

書
題
簽
中
央
「
師
宣
／
好
色
三
人
紅
／
弐
一
冊
」。

目
録
題　
「
好か
う

色し
よ
く

三
人
紅
く
れ
な
い

巻ま
き

之の

二
三
目も
く
ろ
く録

」。

板　
　

心　
「
三
人
二　
　
　
（
丁
数
）」。

句　
　

読　
「
〇
」
は
「
一
～
三
・
六
・
九
・
十
・
十
五
」、「
●
」
は
「
四
・
五
・
十
一
～

十
四
」。「
七
ウ
・
八
ウ
」
は
両
点
が
混
在
。

作　
　

者　

未
詳
。

画　
　

者　

菱
川
師
宣
風
。

刊　
　

記　

未
詳
。
た
だ
し
、
貞
享
末
・
元
禄
初
年
頃
刊
か
（〔
解
題
〕
参
照
）。

諸　
　

本　

〇
版　

本

（
イ
）
初
印
本　

架
蔵
本
。

（
ロ
）
後
印
修
訂
本　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
本
（
和
／

913.52

／N
48

）。
初
印
本
と
の
主
な
相
違
点
を
次
に
記
す
。

　
　
　
　

男
色
物
（
仮
題
）　

半
紙
本　

巻
不
明
、
一
冊

　

表　

紙　

茶
色
無
地
原
表
紙
。
縦
二
二
・
八
糎
横
一
五
・
八
糎
。

　

本　

文　

四
周
単
辺
。
縦
一
九
・
〇
糎
横
一
四
・
三
糎
。

　

題　

簽　

題
簽
剥
落
（
左
肩
）。
内
題
・
目
録
題
・
柱
題
等
な
し
。

　

板　

心　
「　
　
　
　
（
丁
数
）」。

　

備　

考　

見
返
し
・
裏
見
返
し
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
墨
書
き
入
れ
が

　
　
　
　
　
あ
る
（
改
行
を
／
で
示
す
）。

江
戸
版
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）
』
（
巻
一
・
二
）

　
　
　
― 

翻
刻
と
解
題 

―

藤
　
原
　
英
　
城五

九

江
戸
版
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）



　
　
　
　
　
（
見
返
し
）「
よ
ひ
ま
ち
／
夜
中
わ
く
ら
み
／
あ
か
月
わ

　
　
　
　
　
暮
ぞ
／
み
ん
と
て
し
は
し
／
ま
と
ろ
む
／
印
（
方
印
・

　
　
　
　
　
陽
刻
「
恵
」）」。

　
　
　
　
　（
裏
見
返
し
）「
延
享
四
年
／
丁
卯
六
月
廿
五
日
」。

〇
写　

本　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
潁
原
文
庫
蔵
本

　
　
　
　
　
（
国
文
学
／
潁
原
文
庫
／Pe

／54

）。
歴
彩
館
本
を
底

　
　
　
　
　

本
と
す
る
透
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。
版
本
と
の
主
な
相

　
　
　
　
　

違
点
を
次
に
記
す
。

　
　
　
　

逸
題
浮
世
草
子
（
仮
題
）　

半
紙
本　

巻
不
明
、
一
冊

　

表　

紙　

緑
色
地
七
宝
繋
ぎ
艶
出
し
後
表
紙
。
縦
二
三
・
六
糎　

　
　
　
　
　

横
一
六
・
八
糎
。

　

本　

文　

無
枠
（
た
だ
し
、
挿
絵
「
十
二
オ
」
の
み
四
周
単
辺
）。

　

構　

成　

全
十
七
丁（
扉
一
丁
、遊
紙
一
丁
、目
録
一
丁「（
な
し
）」、

　
　
　
　
　

本
文
十
四
丁
「
二
～
十
五
」）。

　

挿　

絵　

見
開
三
面
（
二
ウ
〔
空
白
〕
三
オ
〔
空
白
〕・
六
ウ
〔
空

　
　
　
　
　

白
〕
七
オ
〔
空
白
〕・
十
一
ウ
〔
空
白
〕
十
二
オ
〔
一

　
　
　
　
　
部
転
写
〕）。

　

題　

簽　

書
題
簽
左
肩
「
逸
題
／
浮
世
草
子
／
零
本
」。

　

扉　

題　
「
題
名
不
詳
」。
そ
の
他
、内
題
・
目
録
題
・
柱
題
等
な
し
。

　

板　

心　
「
　
　
　
　（
丁
数
）」。

　

備　

考　

扉
ウ
ラ
に
は
潁
原
退
蔵
氏
に
よ
る
次
の
書
き
入
れ
が
あ

　
　
　
　
　
る
。竹

之
介
ト
イ
フ
美
少
年
ト
お
さ
ん
ト
イ
フ
娘
ノ
恋
物

語
ナ
リ
、
本
書
ハ
ソ
ノ
第
一
巻
ト
オ
ボ
シ
。
中
ニ
浅

草
観
音
ノ
縁
起
ヲ
事
長
ク
説
ク
ナ
ド
単
純
ナ
ル
浮
世

草
子
ト
ハ
思
ハ
レ
ズ
。
或
ハ
浮
世
草
子
ノ
趣
向
ノ
間

ニ
観
音
ノ
霊
験
、
艶
書
ニ
事
ヨ
セ
古
歌
ノ
智
識
ナ
ド

ヲ
教
ヘ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
カ
。
刊
行
年
代
ハ
元

禄
宝
永
ノ
交
ナ
ラ
ン
。

備　
　

考
・「
表
紙
」
は
裏
表
紙
に
よ
る
（
オ
モ
テ
表
紙
は
表
面
が
剥
落
し
、

縹
色
の
紙
片
が
わ
ず
か
に
残
る
）。

・
表
紙
に
三
種
類
の
図
書
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
、「
ハ
モ
ノ
画
三
枚
」

と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

・
見
返
し
に
手
書
き
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。

「K
ôshoku sannin K

urénaé

／R
om

an L
'm

our

／

1vol,H
ishikaw

a

／San/Lâte

／
（17e, siècle

）」。

・
背
表
紙
に
手
書
き
で
「H

ISH
IK

A
W

A

」
の
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
。

余　
　

説　

後
述
す
る
が
、堤
精
二
氏
「
江
戸
版
『
好
色
一
代
男
』
覚
え
書
」（『
西

鶴
論
叢
』
中
央
公
論
社
、
昭
50
）
に
、
氏
の
架
蔵
本
『
好
色
三
人
紅
』

巻
一
・
三
の
内
容
が
一
部
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
次
に
記
す
『
好
色
三

人
も
み
ぢ
』
零
本
一
冊
の
内
容
と
巻
一
が
一
致
す
る
。『
好
色
三
人

も
み
ぢ
』
は
『
好
色
三
人
紅
』
巻
一
の
後
印
修
訂
本
で
あ
る
こ
と
が

六
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　

好
色
三
人
も
み
ぢ
（
仮
題
）　

版
本　

半
紙
本　

零
本
一
冊

表　
　

紙　

紺
色
雷
文
繋
ぎ
地
に
唐
草
空
押
し
後
表
紙
。
縦
二
二
・
三
糎
横

一
五
・
九
糎
。

本　
　

文　

四
周
単
辺
。縦
一
八
・
三
糎
横
一
四
・
三
糎
。半
丁
十
一
行
二
十
字
前
後
。

構　
　

成　

全
十
七
丁
（
本
文
十
六
丁
半
「（
二
丁
分
破
損
）・
五
・
六
・
六
（
マ
マ
）・

七
・

九
～
十
三
・
十
八
・
十
五
・
十
四
・
十
三
・
十
七
・（
破
損
）〔
オ
〕」）。

挿　
　

絵　

見
開
三
面
「（
不
明
）
ウ
（
不
明
）
オ
・
六
ウ
七
オ
・
十
五
ウ
十
四
オ
」。

題　
　

簽　

題
簽
・
内
題
・
目
録
題
・
柱
題
等
な
し
。

板　

心　
　
「
　
　
　
　（
丁
数
）」。

句　

読　
　
「
〇
」
は
「（
最
初
の
二
丁
）・
五
・
六
・
九
・
十
一
・
十
三
・（
最
終
丁

オ
）」、「
●
」
は
「
六
（
重
複
す
る
後
の
丁
）・
七
・
十
・
十
三
・
十
四
ウ
・

十
五
・
十
七
・
十
八
」。「
十
二
ウ
」
は
両
点
が
混
在
。

画　
　

者　

菱
川
師
宣
風
。

備　
　

考　

・
巻
は
相
違
す
る
も
の
の
、
板
式
（
柱
題
の
削
除
等
）
や
画
風
が
歴

彩
館
本
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
『
好
色
三
人
紅
』
の
後
印

修
訂
本
と
見
な
さ
れ
る
。

・
渋
井
清
氏
旧
蔵
本
（
蔵
書
印
）。
同
氏
「
元
禄
文
学
の
構
造
」（『
言

語
文
学
芸
術
』
河
口
真
一
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
昭
37
）

に
は
氏
の
「
新
収
江
戸
板
好
色
本
」
と
し
て
「
好
色
三
人
も
み
ぢ
」

の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
冊
数
等
は
不
記
載
）。
本
書
の
命
名

は
渋
井
氏
に
よ
る
か
と
推
測
さ
れ
、
次
に
記
す
メ
モ
書
き
も
同
氏
の

手
に
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

・
旧
蔵
者
に
よ
る
ペ
ン
書
き
で
「
好
色
三
人
も
み
ぢ
／
上○
、
中
、
下
」

と
記
さ
れ
た
メ
モ
紙
片
が
挟
ま
れ
て
お
り
、本
書
の
仮
題
と
し
て『
好

色
三
人
も
み
ぢ
』
を
採
用
し
た
。

・
丁
付
は
乱
れ
て
い
る
が
、
乱
丁
で
は
な
く
、
ま
た
落
丁
も
な
い
。

現
状
で
文
脈
の
不
整
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。

・
全
体
に
破
損
個
所
が
散
見
さ
れ
、
特
に
巻
頭
の
二
丁
分
に
そ
の
程

度
が
甚
だ
し
い
が
、
い
ず
れ
も
裏
打
ち
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
前
掲
堤
氏
に
よ
る
と
、
巻
一
に
は
序
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
が
、『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
に
は
確
認
で
き
な
い
。
本
書
は
改

装
本
の
た
め
、
そ
の
際
に
目
録
と
と
も
に
序
が
脱
落
し
た
可
能
性
が

あ
る
が
、
巻
は
相
違
す
る
も
の
の
、
原
装
の
修
訂
本
で
あ
る
歴
彩
館

本
に
は
目
録
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
後
印
時
に
改
題
さ
れ
、
序
だ
け

が
欠
丁
と
な
っ
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

〔
梗
概
〕

　

本
書
の
内
、『
好
色
三
人
紅
』
巻
二
は
『
浮
世
草
子
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、
平

29
）
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
巻
一
に
該
当
す
る
『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
は
未
収
録

の
た
め
、
以
下
に
簡
単
な
梗
概
を
記
す
（
巻
二
は
再
録
）。

巻
一

（
一
）
江
戸
本
郷
湯
島
の
辺
で
炭
・
薪
な
ど
を
商
う
や
ま
と
や
九
郎
右
衛
門
に
は

美
男
の
息
子
角
次
〔
二
〕
郎
が
い
た
が
、
息
子
に
嫁
を
迎
え
て
間
も
な
く
病
死
す

る
。
そ
れ
よ
り
角
次
郎
は
吉
原
遊
び
を
覚
え
、
遊
女
小
て
う
に
入
れ
揚
げ
る
。
お

六
一

江
戸
版
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）



ば
の
看
病
で
角
次
郎
が
し
ば
ら
く
家
を
留
守
に
す
る
間
に
、
悋
気
し
た
女
房
は
角

次
郎
の
偽
文
を
小
て
う
に
届
け
、
病
で
角
次
郎
に
余
命
の
な
い
こ
と
を
告
げ
る
。

（
二
）
角
次
郎
の
手
紙
を
偽
り
と
は
知
ら
な
い
小
て
う
は
世
の
無
常
を
観
じ
て
自
害

す
る
。（
三
）
看
病
を
終
え
帰
宅
し
た
角
次
郎
は
早
速
吉
原
へ
出
向
く
が
、
小
て
う

の
死
を
知
ら
さ
れ
、
女
房
の
計
略
と
悟
っ
た
角
次
郎
は
女
房
を
刺
し
殺
す
。
角
次

郎
は
二
女
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
出
家
し
、
京
都
を
経
て
高
野
山
に
庵
を
結
ぶ
。

巻
二

（
一
）
江
戸
す
じ
か
い
橋
辺
り
に
住
む
浪
人
松
島
宮
内
左
衛
門
の
一
子
竹
之
助

〔
介
〕
は
一
六
歳
、
今
業
平
と
噂
さ
れ
る
美
若
衆
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
浅
草
観
音

参
詣
か
ら
の
帰
途
、
突
然
の
雷
雨
に
難
儀
し
、
駒
形
堂
前
の
門
構
え
あ
る
家
に
雨

宿
り
を
請
う
。
宿
の
亭
主
か
ら
濡
れ
帷
子
の
着
替
え
を
勧
め
ら
れ
た
竹
之
助
は
、

娘
お
さ
ん
の
粋
な
大
振
袖
を
借
り
受
け
、
ま
だ
見
ぬ
恋
に
落
ち
る
。（
二
）
宿
の

亭
主
山
尾
何
某
の
娘
お
さ
ん
は
和
歌
の
素
養
も
あ
る
艶
女
だ
っ
た
が
、
濡
れ
た
帷

子
の
取
り
換
え
に
竹
之
助
を
垣
間
見
て
よ
り
恋
心
と
な
り
、
恋
文
を
竹
之
助
の
帷

子
に
縫
い
付
け
て
返
す
。
雷
雨
の
間
、
座
敷
で
は
亭
主
が
浅
草
観
音
の
縁
起
を
語

り
、
竹
之
助
は
帰
宅
す
る
。
縫
い
付
け
ら
れ
た
文
を
読
ん
だ
竹
之
助
の
思
い
は
ま

す
ま
す
募
り
、
お
さ
ん
に
逢
瀬
を
求
め
る
手
紙
を
届
け
る
。
お
さ
ん
は
文
面
に
赤

面
す
る
も
、
事
情
を
知
ら
ぬ
取
り
次
ぎ
の
腰
元
の
面
前
を
取
り
繕
う
。

〔
翻
刻
〕

一
、 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、原
則
と
し
て
現
行
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

当
時
慣
用
と
思
わ
れ
る
漢
字
表
記
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
の
残
し
た

も
の
も
あ
る
。

一
、
特
殊
な
合
字
・
連
体
字
は
通
行
の
仮
名
に
改
め
た
。

一
、
濁
点
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
誤
刻
は
訂
正
し
た
。

一
、
句
読
点
は
「
〇
」
に
統
一
し
た
。

一
、
丁
移
り
は
、
丁
付
と
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
破
損
個
所
は
文
字
数
相
当
に
□
を
付
し
た
が
、
部
分
的
に
文
字
が
推
定
さ
れ

る
場
合
は
内
部
に
記
し
た
。

　
　
　
一
　
行ゆ

く
す
へ末

し
ら
ぬ
二ふ

た
み
ち道

の
あ
だ
人

い
に
し
へ
の
け
ん
じ
ん
は
。
し
せ
ん
に
と
ゝ
ま
つ
て
天
下
国こ
く

家ゝ
は

を
し
づ
か
に
し
。

い
ま
ど
き
の
や
ぼ
て
ん
は
。
こ
ひ

か
づ□
を
し
こ
な
せ
り
。
こ
ゝ
に
江

戸
ほ
ん
が
う
ゆ
し
ま
の
へ
ん
に
。

や
ま
と
や
九
郎
右
衛
門
と
て
。
す

み
た
き
ゞ
な
ど
あ
き
な
ふ
て
。
手

ま
へ
も
と
ぼ
し
か
ら
ざ□
る
町ま
ち

人に
ん

あ

り
。
其
子こ

□
□
角か
く

次
郎
と
て
。
つ

も
る
と
し
は
廿
一
。
き
り
や
う
人

に
す
ぐ
れ
て
び
な
ん
な
り
。
女を
ん
なこ

ろ
し
の
な
り
ひ
ら
も
。
か
れ
が
ま

へ
に
て
は
。
か
ほ
を
あ
か
め
て
□

□
し
は
い
そ
で
あ
る
ら
ん
。
は
ゝ

は
み
と
せ□
い
ぜ
ん
に□
身み

□
□
か
り

第 二 図 第 一 図
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て
。
今
は
し
ん
ぶ
ば
か
り
に
て
。
い
□
□
□
□
み
あ
□
□
す
こ
ゝ
ろ□
（
□
オ
）

　
　

挿
絵
第
一
図
（
□
ウ
）

　
　

挿
絵
第
二
図
（
□
オ
）

や
す
き
ち
い
ん
き
た
り
て
□
も
は
や
角
次
郎
と
の
□
せ
い
ち
や
う
の
こ
と
な
れ

ば
。
お
な
ひ
ぎ
さ
ま
を
よ
ん
で
□
さ
し
や
れ
ま
せ
い
な
ど
ゝ
。
し
ば

く
い
□
れ

ば
。
し
ん
ぶ
も
も
つ
と
も
と
お
も
ひ
。
さ
る
ら
う
に
ん
の
。
ぞ
く
し
や
う
も
い
や

し
か
ら
ぬ
も
の
ゝ
。
む
す
め
を
め
と
り
て
げ
り
。
よ
そ
を
い
は
。
十
六
の
月
に
ひ

と
し
く
。
こ
ゝ
ろ
ざ
ま
ゆ
ふ
に
や
さ
し
く
。
さ
ゝ
げ
の
と
し
に
。
ひ
と
つ
あ
ま
れ

り
。
い
も
せ
の
ち
ぎ
り
。
あ
さ
く
は
あ
ら
ぬ
山
の
井
の
。
水
も
な
か

く
も
り
が

た
し
。
ま
こ
と
に
さ
だ
め
な
の
う
き
世よ

や
。
さ
い
つ
こ
ろ
よ
り
。
九
郎
右
衛
門
ひ

だ
り
の
わ
き
の
し
た
に
。
よ
う
そ
と
か
や
い
ふ
。
し
ゆ
も
つ
い
で
き
ぬ
。
常つ
ね

（
□

ウ
）
づ
ね
い
で
い
り
す
る
。
だ
う
ち
く
な
ど
。
い
ろ

く
と
り
や
う
ぢ
を
。
つ
く

せ
ど
も
か
な
は
ず
。
な
か
ば
百
日
ば
か
り
の
い
た
わ
り
に
て
。
五
十
六
の
あ
き
の

こ
ろ
つ
い
に
く
わ
う
せ
ん
に
お
も
む
き
ぬ
。
角
次
郎
ふ
う
ふ
の
な
げ
き
か
き
り
な

く
。
だ
ん
な
で
ら
へ
な
く

く
を
く
り
ぬ
。
こ
れ
よ
り
角
二
郎
こ
わ
き
も
の
は
な

し
。
金か
ね

は
く
ら
に
う
な
ら
ぬ
か
ふ
し
ぎ
と
や
い
わ
ん
。
よ
り

く
さ
ん
く
わ
ひ
す

る
。
ち
く
ば
よ
り
の
と
も
た
ち
。
い
づ
れ
も
ど
う
ね
ん
こ
ろ
に
て
。
け
つ
き
さ
か

ん
の
。と
び
あ
が
り
ど
も
な
り
。か
け
ろ
く
な
ら
ば
。井ゐ

の
う
ち
へ
さ
か
さ
ま
に
も
。

と
び
こ
む
へ
し
。し
ゆ
け
う
の
あ
ま
り
に
は
。角
次
郎
と
こ
ろ
へ
き
た
り
て（
五
オ
）

お
み
は
い
か
に
。
お
な
い
ぎ
が
あ
れ
ば
と
て
。
わ
か
ふ
て
ゐ
な
が
ら
。
千せ
ん
き
ん金
に
も

か
へ
が
た
き
。
よ
し
は
ら
と
い
ふ
。
お
も
し
ろ
き
。
い
ろ
ざ
と
へ
は
。
ゆ
き
や
ら

ぬ
ぞ
。
に
よ
う
ぼ
う
は
ふ
る
し
な
ど
。
と
ん
て
き
に
ま
か
せ
て
。
た
び

く
た
は

れ
け
れ
ば
。
角
次
郎
も
さ
す
が
。
に
よ
う
ぼ
う
の
ま
へ
を
は
ゞ
か
り
。
は
じ
め
は

い
な
み
け
る
が
。
の
ち
に
は
一
は
い
き
げ
ん
に
な
り
て
は
。
そ
れ
も
そ
う
な
り
。

わ
ざ
く
れ
女に

よ
うぼ

う
は
だ
い
じ
か
さ
。
な
と
い
ふ
に
つ
の
り
。
い
よ

く
そ
ゝ
の
か

し
け
れ
ば
。
い
か
に
も
い
つ
の
日
に
。
一
ど
う
す
べ
し
と
。
に
ち
げ
ん
い
ゝ
か
わ

し
。
み
な

く
い
ゑ
に
か
へ
り
け
り
。
さ
い
は
ひ
だ
う
よ
り
。
を
こ
る
こ
と
わ
り

を
。
し
ら
ざ
る
み
（
五
ウ
）
の
ゆ
く
す
ゑ
こ
そ
。
は
か
な
け
れ
。
す
で
に
そ
の
日

に
な
れ
ば
。
れ
い
の
う
わ
き
も
の
ど
も
。
お
も
ひ

く
の
い
で
た
ち
に
て
。
角
次

郎
殿
。
さ
あ
を
し
た
く
は
と
て
。
さ
そ
ひ
に
き
た
れ
り
。
角
二
郎
に
よ
う
ほ
う
か

ま
へ
を
ば
。
あ
さ
く
さ
く
は
ん
お
ん
へ
ま
い
る
と
て
い
つ
は
り
。
お
と
こ
ぶ
り
を

ひ
と
し
ほ
み
が
き
。
だ
て
な
し
や
う
ぞ
く
に
て
つ
れ
だ
ち
ゆ
く
。
ひ
ろ
い
江
戸
の

じ
ゆ
う
さ
。
な
に
し
あ
ふ
た
る
。
こ
ひ
を
こ
し
ら
へ
て
。
な
さ
け
う
る
い
ろ
さ
と

の
。
さ
と
り
心こ
ゝ
ろの

通
り
し
な
も
の
。
だ
て
も
の
ぬ
れ
も
の
に
。
大お
ふ
も
ん門

く
ち
を
ふ
る

程ほ
と

に
。
い
づ
れ
も
を
の
れ

く
が
。
ふ
か
ま
へ
あ
が
り
ぬ
。
角
次
郎
は
瀧た
き

兵ひ
や
う

衛へ

一
人
と
も
に
つ
れ
ひ
や
う
ご
（
六
オ
）
や
が
か
う
し
を
見
て
あ
れ
ば
。
は
な
を
ね

た
む
ぢ
よ
う
ら
う
た
ち
。
十
人
ば
か
り
な
み
ゐ
つ
ゝ
。
さ
み
せ
ん
い
ま
や
う
う
き

世
う
た
わ
が
た
ま
し
い
も
。
あ
の
き
み
た
ち
の
。
そ
で
の
う
ち
に
や
い
り
ぬ
ら
ん

と
。
う
た
が
は
し
き
ほ
ど
な
り
。
ひ
だ
り
か
ら
三
ば
ん
め
の
ち
よ
う
ら
う
。
と
し

は
二
八
に
ひ
と
つ
ふ
た
つ
も
こ
へ
つ
べ
う
。
よ
そ
を
い
け
だ
か
く
し
て
。
た
ん
く

わ
の
く
ち
び
る
。
ふ
よ
う
の
ま
な
じ
り
。
誠ま
こ
とに

呉ご

を
か
た
ぶ
け
し
。
せ
い
し
も
こ

れ
ほ
ど
に
は
あ
る
ま
じ
と
。
ぎ
う
と
や
ら
ん
に
。
あ
の
ぢ
よ
う
ら
う
の
。
お
な
は

と
と
ふ
た
れ
ば
。
あ
れ
こ
そ
小
て
う
さ
ま
と
申
ま
し
て
。
た
ゞ
い
ま
と
き
め
き
た

ま
ふ
。
御
か
た
な
り
と
こ
た
ふ
れ
ば
。
角
次
郎
（
六
ウ
）
お
も
ふ
や
う
。
さ
て
も

く
き
の
と
を
り
た
る
名
か
な
人
間
は
こ
て
う
の
身
。た
れ
か
百
年
を
た
も
た
ん
。

ひ
と
ゝ
き
の
し
よ
わ
け
も
お
も
し
ろ
し
。
わ
が
あ
は
ん
と
お
も
ふ
は
。
此
き
み
な
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ら
で
は
と
。
そ
れ
よ
り
い
と
か
り
そ
め
の
。
に
い
ま
く
ら
を
か
は
し
ま
の
。
ふ
か

き
ち
ぎ
り
と
な
り
ゆ
き
て
。
た
が
い
に
ゆ
き
か
ふ
。
ち
つ
か
の
た
ま
づ
さ
は
山
を

な
し
。
女
ぼ
う
に
ふ
か
く
つ
ゝ
み
て
し
の
び
ぢ
の
。
ど
て
の
あ
を
く
さ
も
。
ふ
み

ふ
る
す
。
さ
る
に
よ
つ
て
。
に
よ
う
ぼ
う
と
ね
や
の
つ
と
め
も
う
と
く
な
り
。
ふ

た
り
な
ら
び
し
と
こ
に
。
ひ
と
り
ね
の
。
ゆ
め
も
け
う
と
く
ふ
く
り
う
す
る
。
に

よ
う
ぼ
う
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
も
に
く

か
ら
ず
。
人
の
心
の
う
つ
り
か
は

る
（
六
（
マ
マ
）オ
）

　
　

挿
絵
第
三
図
（
六
（
マ
マ
）ウ

）

　
　

挿
絵
第
四
図
（
七
オ
）

を
お
も
へ
ば
。
や
る
せ
な
き
こ
ゝ

ち
ぞ
せ
ら
る
。
こ
ゝ
に
め
く
ろ
の

ほ
と
り
に
。
さ
わ
井
か
じ
ゆ
ん
と

か
や
。
い
へ
る
い
し
や
有
。
角
二

郎
が
を
ぢ
な
り
。
あ
る
と
き
こ
れ

よ
り
。
つ
か
ひ
き
た
り
。
き
う
を

つ
け
て
い
は
く
。
二
三
日
い
ぜ
ん

に
。
な
い
し
つ
。
し
や
う
さ
ん
を

い
た
し
。
ぞ
ん
め
い
ふ
し
や
う
に
候
ま
ゝ
。
そ
う

く
ま
い
り
候
へ
と
の
つ
か
ひ

な
り
。
角
次
郎
を
ぢ
よ
め
の
こ
と
な
れ
ば
。
に
よ
う
ぼ
う
に
。
せ
つ
か
く
留
す
し

た
ま
へ
。
き
し
よ
く
く
わ
い
ぜ
ん
す
る
ま
て
。
か
の
地
に
と
う
り
う
す
べ
し
。
ひ

の
も
と
よ
く
い
ゝ
つ
け
て
よ
な
ど
。
い
と
ね
ん
ご
ろ
ら
し
く
い
ゝ
を
き
。
か
じ
ゆ

ん
が
も
と
へ
い
そ
き
け
る
。
め
ぐ
ろ
へ
い
た
り
て
。
か
ん
び
や
う
す
る
か
た
こ
ゝ

ろ
に
も
。
お
も
ひ
い
だ
す
は
（
七
ウ
）
こ
て
う
の
み
。
ひ
た
す
ら
に
お
も
か
げ
わ

す
ら
れ
ず
。
角
二
郎
が
や
ど
に
て
は
。
に
よ
う
ぼ
う
つ
く

く
お
も
ふ
や
う
。
角

次
郎
ど
の
は
。
さ
り
と
て
は
き
こ
へ
ぬ
人
か
な
。
を
も
き
が
う
へ
の
さ
よ
こ
ろ
も
。

つ
ま
を
か
さ
ね
て
ふ
た
み
ち
に
。
こ
て
う
と
や
ら
ん
い
ふ
け
い
せ
ひ
に
。
ふ
か
く

あ
ひ
な
れ
た
ま
ふ
よ
し
。
世
の
き
こ
へ
も
め
ん
ぼ
く
な
し
。
留
す
こ
そ
さ
い
わ
ひ

な
れ
。
こ
て
う
と
中
の
と
を
さ
か
る
や
う
に
と
お
も
ひ
。
う
た
の
道
も
つ
た
な
か

ら
ず
。
角
次
郎
が
に
せ
ぶ
み
を
し
た
ゝ
め
け
る

心
な
ら
ず
も
一
ふ
で
申
の
こ
し
ま
い
ら
せ
候
。
こ
の
あ
い
だ
は
。
か
れ

く
に

う
ち
す
ぎ
ま
い
ら
せ
候
て
。
わ
が
み
事
。
あ
す
か
川
に
も
な
り
ぬ
ら
ん
と
。
御

う
ら
み
の
ほ
ど
。
を
し
（
九
オ
）
は
か
り
ま
い
ら
せ
候
。
さ
い
つ
ご
ろ
よ
り
も
。

こ
ゝ
ち
つ
ね
な
ら
ず
。
う
ち
ふ
し
ゐ
ま
い
ら
せ
候
が
。
日ひ

を
か
さ
ね
。
た
の
み

す
く
な
く
し
て
。
も
は
や
玉
の
を
も
た
へ
な
ん
と
。
一
す
じ
に
は
ち
す
の
う
て

な
を
。
ね
が
ふ
の
み
に
て
候
。
わ
が
身
此
世
の
な
き
も
の
と
御
お
も
ひ
。
ほ
と

け
の
御
名な

を
も
御
と
な
へ
た
の
み
入
ま
い
ら
せ
候
。
申
た
き
こ
と
は
や
ま

く

な
れ
ど
も
。
こ
ゝ
ろ
の
み
だ
れ
が
み
の
。
わ
け
て
そ
れ
と
も
さ
ら
な
れ
ば
。
あ

ら

く
し
る
に
ま
か
せ
候
。
こ
よ
な
ふ
御
な
ご
り
を
し
く
候
と
。
か
き
て
を
く

に
一
し
ゆ
の
う
た
あ
り
。
こ
て
ふ
の
三じ字
を
句く

の
上
に
お
い
て

　
　
　

こ
の
世よ

を
ば
。
て
ま
く
ら
の
ゆ
め
と
。
ふ
り
す
て
ゝ
（
九
ウ
）

　
　
　
　

も
ろ
と
も
な
ら
て
。
み
つ
せ
川
か
な

と
。
取と
る

手て

も
く
ゆ
る
う
す
や
う
に
。
し
ん
し
や
う
に
か
き
し
た
ゝ
め
。
つ
ね

く

と
も
す
る
。
瀧た
き

兵
衛
を
よ
ひ
。
や
ま
ふ
き
色い
ろ

の
。
ち
や
う
と
く
ち
な
と
。
少
か
ら

す
と
ら
せ
角
次
郎
殿
に
。
ゆ
め

く
し
ら
せ
申
な
と
。
く
ち
を
か
た
め
。
右み
き

之の

ふ

み
を
こ
て
う
が
か
た
へ
を
く
り
ぬ
。
よ
の
つ
ね
の
女
な
ら
は
。
あ
か
ら
さ
ま
に
む

第 四 図 第 三 図
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ね
を
こ
か
し
。
ひ
さ
げ
の
水
は
ゆ
と
わ
き
か
へ
り
。
う
し
の
と
き
ま
い
り
も
。
い

そ
で
あ
り
な
ん
に
。
さ
の
み
ね
た
み
の
心
も
な
く
。
こ
の
に
せ
ふ
み
ほ
ど
の
こ
と

は
。
こ
と
は
り
と
や
い
わ
ん
。
け
ん
ち
よ
と
や
い
は
ん
。
ほ
ん
て
う
女
か
ゝ
み
に

も
。
つ
う
し
た
る
か
。
て
ん
せ
い
の
み
ち
に
か
な
ふ
（
十
オ
）
た
る
か
。
む
か
し

り
ん
き
の
名
と
り
。
ふ
じ
つ
ほ
の
た
□
□
お
ん
り
や
う
も
。
こ
の
に
よ
う
ほ
う
が

ま
へ
に
て
は
。
あ
さ
ひ
に
こ
ほ
り
な
ら
ん

　
　
　
二□
　
も
ろ
き
は
さ
な
か
ら
。
こ
て
う
の
身
の
上う

へ

な
さ
け
を
つ
く
し
。
こ
ひ
を
そ
へ
て
。
か
は
ら
ぬ
中な
か

も
。
あ
だ
し
の
ゝ
つ
ゆ
と
。

な
り
ゆ
く
ぞ
。
う
き
世よ

の
ゆ
め
ぞ
か
し
。
こ
て
う
は
此
ほ
ど
角
次
郎
た
へ
て
。
を

と
づ
れ
も
あ
ら
ざ
れ
ば
。
も
し
や
な
さ
け
の
。
か
は
り
ゆ
く
こ
と
も
や
有
ら
ん
と
。

こ
ゝ
ろ
う
く
。
ま
つ
人
も
な
き
ゆ
ふ
づ
く
よ
。
身
を
し
る
雨あ
め

に
の
き
ば
も
る
。
か

け
さ
へ
う
と
く
。
あ
さ
ゆ
ふ
わ
す
る
ゝ
ひ
ま
も
。
な
き
さ
こ
く
。
あ
ま
の
を
ぶ
ね

の
（
十
ウ
）
こ
が
る
ゝ
の
み
に
て
。
こ
ゝ
ち
も
つ
ね
な
ら
ず
。
か
ほ
さ
う

く
と

を
も
や
せ
。
か
く
て
は
た
ま
の
を
も
。
た
え
な
ん
事
も
あ
や
う
し
。
か
ゝ
る
と
こ

ろ
に
。
角
二
郎
か
た
よ
り
と
て
。
文
き
た
る
。
う
れ
し
さ
も
な
つ
か
し
く
。
ひ
ら

け
ば
み
ぎ
の
あ
ら
ま
し
か
き
つ
ゞ
れ
り
。
こ
て
う
は
見
る
と
ひ
と
し
く
。
こ
は
な

に
と
な
り
ゆ
く
世よ

の
中
ぞ
や
。
か
く
あ
る
べ
き
と
は
し
り
し
か
ど
。
せ
め
て
は
こ

の
よ
の
ゑ
ん
。
つ
き
せ
ぬ
う
ち
に
。
つ
ゆ
し
う
せ
た
ま
ふ
な
ら
ば
。
う
き
く
る
わ

を
し
の
び
い
で
。
と
も
に
。
と
も
か
く
も
。
な
り
な
ん
も
の
を
と
。
か
き
く
と
き
。

ひ
き
か
つ
い
て
ふ
し
し
づ
み
ぬ
。
や
り
て
の
す
ぎ
。
か
ぶ
ろ
の
み
ど
り
な
ど
。
い

ろ

く
い
さ
め
も
の
し
け
れ
ど
も
。
う
き
に
□
□
（
十
一
オ
）

　
　

挿
絵
第
五
図
（
十
一
ウ
）

　
　

挿
絵
第
六
図
（
十
二
オ
）

は
な
み
た
に
て
。
そ
の
日
も
す
て

に
な
き
く
ら
し
□
□
□
む
な
し
き

ね
や
の
う
ち
も
。
う
き
た
ち
や
せ

ん
。
い
ま
□
□
ふ
た
り
ね
の
ま
く

ら
も
。
中
よ
り
き
り
て
つ
き
ん
に

も
し
た
し
。
こ
て
ふ
こ
ゝ
ろ
を
と

り
な
を
し
。
つ
ら

く
世
。
の
中

の
。う
つ
り
か
は
る
を
お
も
ふ
に
。

も
ゑ
い
つ
る
も
。
か
る
ゝ
も
お
な

じ
の
べ
の
く
さ
。
い
つ
れ
か
あ
き

に
。あ
は
で
は
つ
べ
き
身
な
れ
ば
。

此
う
へ
い
く
よ
を
ふ
り
た
り
と
も
。
何
か
た
の
し
か
ら
ん
。
さ
ぞ
や
角
さ
ま
。
く

さ
ば
の
か
げ
に
て
。
わ
れ
を
お
そ
し
と
。
ま
ち
わ
び
給
ふ
ら
ん
。
こ
の
よ
は
か
り

の
や
ど
。
ら
い
せ
で
こ
そ
。
ち
き
ら
め
と
お
も
ひ
き
り
。
ひ
そ
か
に
か
み
そ
り
と

り
い
だ
し
。
し
ば
し
し
ん
ぢ
う
に
仏ほ
と
けを
と
な
へ
。
ふ
え
を
た
ち
や
ぶ
つ
て
。
む
な

し
く
な
れ
り
。
神か
み

な
ら
ぬ
身み

の
あ
さ
ま
し
さ
。
い
つ
わ
り
と
は
し
ら
つ
ゆ
の
。
き

ゆ
る
た
ま
の
を
ぞ
あ
は
れ
な
れ
。
う
き
ふ
し
し
げ
き
か
わ
た
け
の
。
流な
が
れの

女
と
は

い
ゝ
な
が
ら
。
か
ゝ
る
ふ
か
き
し
ん
ぢ
う
の
あ
る
物も
の

か
な
と
。
時と
き

の
ぢ
よ
う
ら
う
。

し
ん
ぢ
う
の
か
ゞ
み
と
せ
し
と
ぞ

第 六 図 第 五 図
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三
　
う
ら
み
く
ず
の
は
を
。
落を

つ

る
つ
ゆ
の
身み

ま
こ
と
に
。
世よ

の
中な
か

は
は
な
い
ろ
の
。
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
人
こ
ゝ
ろ
。
角
次
郎
い

ま
は
ま
す
は
な
あ
り
て
。
に
よ
う
ぼ
う
が
こ
と
は
ゆ
め
に
も
お
も
ひ
い
だ
さ
す
。

か
り
に
め
ぐ
ろ
に
あ
り
け
る
う
ち
に
も
。
ひ
た
す
ら
に
こ
て
ふ
が
こ
と
を
。
ね
ご

と
に
も
い
ふ
ほ
ど
な
り
。
か
く
て
を
ぢ
よ
め
し
や
う
□
□
（
十
三
オ
）
日
々
に
く

わ
い
き
し
て
。
い
ま
は
角
二
郎
や
ど
へ
か
ゑ
□
女
ぼ
う
に
を
ち
よ
め
の
し
や
う
さ

ん
の
や
う
だ
ひ
。
そ
の
外
そ
こ

く
に
あ
い
し
ら
ひ
。
し
ま
ふ
と
そ
の
ま
ゝ
。
は

ち
も
人
め
も
い
ら
ば
こ
そ
。
れ
い
の
瀧た
き

兵ひ
や
う

衛へ

を
ぐ
し
て
。
あ
し
を
そ
ら
さ
ま
に
。

こ
ひ
し
き
き
み
に
あ
は
ん
と
。
こ
て
ふ
が
ま
が
き
ゑ
と
い
そ
ぎ
し
。
か
ね
て
か
ゝ

る
て
く
だ
の
あ
り
と
。
し
ら
ざ
り
し
ぞ
は
か
な
き
。
に
よ
う
ほ
う
こ
ゝ
ろ
の
う
ち

も
。
を
し
は
か
ら
れ
て
。
お
か
し
か
ら
ん
。
か
く
て
ほ
ど
も
な
く
。
か
の
さ
と
へ

い
た
り
て
。
こ
て
ふ
は
と
と
へ
ば
。
か
ぶ
ろ
や
り
て
ま
じ
り
に
。
お
ま
へ
は
ま
こ

と
の
か
く
さ
ま
で
ご
ざ
ん
す
か
と
。
ま
か
ほ
に
な
つ
て
い
ふ
も
い
ぶ
か
し
ゝ
。
一

ゑ
ん
が
つ
て
ん
が
ゆ
か
（
十
三
ウ
）
す
。
さ
い
ふ
は
な
に
こ
と
や
ら
ん
と
い
ゝ
け

れ
ば
。
さ
れ
ば
そ
の
事
。
こ
の
ご
ろ
お
ま
へ
た
え

く
て
。
御
を
と
づ
れ
も
お
は

し
ま
さ
ず
。
こ
て
ふ
さ
ま
は
。
そ
れ
の
み
あ
さ
ゆ
ふ
。
あ
く
か
れ
た
ま
ふ
と
こ
ろ

に
。
か
く
さ
ま
よ
り
と
て
。
し
か

く
の
た
ま
つ
さ
き
た
り
さ
ぶ
ら
ふ
ゆ
へ
。
な

の
め
な
ら
ず
の
御
な
げ
き
。
六
七
日
い
ぜ
ん
に
。
つ
い
に
や
い
ば
の
う
へ
に
。
む

な
し
く
な
り
た
ま
ふ
。
さ
て
も

く
な
し
た
事
や
ら
。
い
つ
さ
ひ
か
つ
て
ん
か
。

ま
い
り
ま
せ
ぬ
は
い
の
と
。
な
く

く
か
た
り
つ
ゞ
く
れ
は
角
次
郎
は
つ
と
お
ど

ろ
き
。
こ
は
お
も
ひ
よ
ら
ず
の
し
だ
ひ
か
な
。
わ
が
み
こ
と
。
此こ
の

ご
ろ
ち
い
ん
の

か
た
に
び
や
う
に
ん
あ
り
て
。
十
二
三
日
も
。
か
の
地ち

に
有あ
り

（
十
八
（
マ
マ
）オ
）
し
が
と

ば
か
り
に
て
。
あ
る
に
も
あ
ら
れ
ず
。
身
も
だ
へ
し
て
。
さ
め

く
と
な
き
し
づ

み
し
が
。
や
う

く
な
み
だ
を
お
し
と
ゞ
め
。
つ
く

く
し
あ
ん
す
る
に
。
わ
れ

こ
の
ご
ろ
。
め
ぐ
ろ
に
あ
り
し
う
ち
に
。
女
ぼ
う
め
。
さ
い
わ
ひ
の
留
す
と
此
さ

と
に
し
げ

く
か
よ
ひ
し
を
。
き
ゝ
つ
け
て
。
り
ん
き
の
あ
ま
り
に
。
か
く
の
似

せ
文
を
送を
く

り
し
物
な
ら
ん
と
お
も
ひ
。
瀧た
き

兵
衛
を
よ
ひ
。
み
ぎ
の
わ
け
や
し
る
と
。

た
づ
ね
け
れ
ば
。
ぞ
ん
じ
も
よ
ら
ず
と
い
な
み
け
る
を
。
さ
す
が
此
さ
と
し
こ
な

し
た
る
。
と
を
り
も
の
ゝ
事こ
と

な
れ
は
。
き
い
ろ
の
ち
や
う
。
四
か
く
や
う
の
も
の

を
。
き
れ
き
ん
ち
や
く
よ
り
。
す
く
な
か
ら
す
（
十
八
ウ
）
い
た
し
。
手
に
に
き

ら
せ
て
。
だ
ま
し
す
か
し
て
。
と
い
け
れ
ば
。
げ
ら
う
の
あ
さ
ま
し
さ
は
。
こ
の

う
れ
し
さ
に
。
こ
ゝ
ろ
と
ら
れ
。
く
ち
を
か
た
め
し
事
を
。
う
ち
わ
す
れ
て
。
は

じ
め
を
は
り
を
。
の
こ
ら
ず
か
た
り
け
れ
ば
。
角
次
郎
大
に
せ
き
あ
か
り
て
。
さ

れ
は
こ
そ
と
お
も
ひ
。
大
あ
せ
に
な
つ
て
。
や
と
へ
は
し
り
か
へ
り
。
や
か
て
に

よ
う
ほ
う
か
。
む
な
ぐ
ら
を
と
つ
て
ひ
き
よ
せ
。
お
の
れ
は
。
女
こ
ゝ
ろ
て
。
よ

く
も

く
し
か

く
の
こ
と
。
た
く
み
し
よ
な
。
い
ま
か
さ
い
ご
な
る
程ほ
と

に
。
と

つ
く
と
ね
ん
ぶ
つ
申
せ
と
。
せ
め
つ
け
ゝ
れ
ば
。
女
房
も
さ
す
が
。
ふ
ゆ
の
ゝ
ま

く
す
に
て
。
う
ら
み
わ
ひ
た
る
あ
り
さ
ま
に
て
。
さ
て

く
こ
な
た
は
。
つ
れ
な

き
人
か
な
（
十
九
オ
）

　
　

挿
絵
第
七
図
（
十
九
ウ
）

　
　

挿
絵
第
八
図
（
十
四
（
マ
マ
）オ

）

よ
く
あ
ん
じ
て
も
見
た
ま
へ
か
し
。
み
づ
か
ら
ふ
ぎ
を
い
た
し
。
よ
そ
に
こ
ゝ
ろ

の
あ
る
な
ら
ば
。
た
ゝ
に
や
み
た
ま
ひ
な
ん
や
。
こ
な
た
の
や
う
な
る
。
人
で
な

し
の
。
を
つ
と
に
そ
は
ん
よ
り
。
此こ
の

世
を
さ
り
た
が
ま
し
な
れ
ば
。
は
や

く
こ

ろ
し
た
ま
へ
と
。
な
げ
き
け
れ
ば
。
角
二
郎
も
と
よ
り
。
よ
こ
が
み
や
ぶ
り
の
。
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む
ほ
う
も
の
に
て
。
を
の
れ
い
ま

お
も
ひ
し
れ
と
。い
ゝ
も
は
て
ず
。

壱
尺
八
寸
を
も
つ
て
。
ゆ
き
の
ご

と
く
な
る
。
む
ね
の
あ
た
り
を
。

さ
し
と
を
す
。さ
し
と
を
さ
れ
て
。

き
も
た
ま
し
い
も
。
き
へ

く
と

な
り
て
。
は
な
の
す
が
た
も
。
ち

し
ほ
に
そ
み
わ
た
り
。
廿
一
と
い

ふ
に
は
。
つ
い
に
む
な
し
く
な
れ

り
。
此
事
と
な
り
八
け
ん
。
き
く

と
（
十
四
ウ
）
い
な
や
。
よ
も
に

か
く
れ
な
く
。
角
次
郎
江
戸
の
す

ま
ゐ
も
な
り
が
た
き
ほ
ど
な
り
。

く
わ
ん
ら
く
き
は
ま
つ
て
。
あ
い
せ
い
お
ほ
き
は
。
世よ

の
つ
ね
な
り
。
角
次
郎
ほ

ん
し
ん
に
か
へ
り
。
つ
ら

く
こ
し
か
た
。
ゆ
く
す
ゑ
を
お
も
ん
は
か
つ
て
み
づ

か
ら
き
う
あ
く
を
か
ん
が
ふ
る
に
。
さ
て

く
わ
れ
は
。
い
か
な
る
く
わ
こ
の
あ

く
ゑ
ん
に
て
。
か
ゝ
る
う
き
め
を
見
る
事
よ
。
勿も
ち
ろ
ん論
す
じ
な
き
事こ
と

と
は
い
ゝ
な
が

ら
。
二
世せ

か
け
て
た
の
み
し
。
こ
て
ふ
に
は
は
な
れ
。
又
い
も
せ
の
女
ぼ
う
を
ば
。

手
に
か
け
て
さ
し
こ
ろ
し
。
世よ

の
き
こ
へ
も
。
な
か

く
め
ん
ぼ
く
な
し
い
わ
ん

や
ぢ
う
ざ
い
を
や
。
此こ
の

う
へ
は
七
ち
ん
。
ま
ん
ぼ
う
も
な
に
な
ら
ず
。
か
し
ら
を

ゑ
ん
に
し
。
こ
ゝ
ろ
を
ほ
う
に
し
（
十
三
（
マ
マ
）オ
）
て
。
ひ
た
す
ら
に
。
は
か
な
く
な

り
し
。
二
女ぢ
よ

が
あ
と
を
と
ぶ
ら
ひ
。
世よ

を
の
が
れ
ん
と
お
も
ひ
き
り
。
さ
し
も
い

み
し
か
り
し
。
い
ゑ
ざ
い
ほ
う
を
よ
そ
に
な
し
。
ひ
そ
か
に
そ
の
よ
の
内う
ち

に
し
の

び
い
で
。
あ
た
ご
の
下し

た

て
ん
と
く
ぢ
。
だ
ん
な
て
ら
な
れ
ば
。
か
の
ち
に
た
ち
こ

へ
。
お
し
や
う
に
た
い
め
ん
し
て
。
右み
ぎ

の
し
だ
ひ
を
さ
ん
げ
し
て
。
ぼ
だ
ひ
し
ん

に
お
も
む
き
候
よ
し
。
な
み
だ
な
が
ら
に
。
か
た
り
つ
ゞ
く
れ
ば
。
お
し
や
う
う

な
づ
き
。
し
ゆ
し
や
う
に
こ
そ
さ
ぶ
ら
へ
。
も
つ
と
も
か
く
あ
り
た
け
れ
と
て
。

さ
し
も
き
の
ふ
け
ふ
ま
で
も
。
ぬ
れ
ふ
う
な
り
し
せ
み
を
れ
の
。
あ
つ
び
ん
な
る

を
。
な
さ
け
な
く
も
。
そ
り
こ
ぼ
し
。
み
せ
ば
か
く
そ
で
の
。
だ
て
な
こ
そ
で
も
。

す
み
の
（
十
三
ウ
）
こ
ろ
も
に
。
そ
め
な
し
つ
ゝ
。
だ
う
か
ん
ぼ
う
と
あ
ら
た
め

け
る
。
一い
ち

両り
や
う

日に
ち

は
と
う
り
う
し
て
。
ぶ
つ
だ
う
の
を
し
へ
を
。
ち
や
う
も
ん
し
。

い
よ

く
し
ん

く
き
も
に
め
い
じ
。
そ
れ
よ
り
も
み
や
こ
あ
ん
ぎ
や
と
こ
ゝ
ろ

ざ
し
。
あ
く
れ
ば
ね
ん
ぶ
つ
一
し
ん
ふ
ら
ん
に
と
な
へ
。
く
る
れ
ば
さ
ん
や
を
ま

く
ら
と
し
。
て
み
る

く
ゆ
く
ほ
ど
に
。
な
に
し
あ
ふ
。
せ
い
す
い
し
へ
ま
ふ
て

つ
ゝ
。
後ご

せ世
を
す
く
ひ
と
ら
せ
た
び
給
へ
と
。
ふ
か
く
し
ん
ぢ
う
に
い
の
り
つ
ゝ
。

こ
れ
を
は
じ
め
と
し
て
。
け
ん
に
ん
じ
。
七
く
わ
ん
を
ん
。
り
や
う
ぜ
ん
ち
を
ん

ゐ
ん
。
あ
る
ひ
は
な
ん
ぜ
ん
じ
。
く
ろ
だ
に
。
ま
こ
と
や
此こ
の

と
こ
ろ
は
。
つ
た
へ

き
く
。
く
ま
が
へ
の
な
を
ざ
ね
。
し
ゆ
つ
け
せ
し
所と
こ
ろ

ぞ
と
。（
十
七
オ
）
い
ま
は

わ
が
み
に
お
ぼ
へ
つ
ゝ
。
い
と
ゞ
し
ゆ
せ
う
に
お
も
ひ
つ
ゞ
け
。
そ
れ
よ
り
あ
け

ぬ
。
く
れ
ぬ
と
ゆ
く
ほ
ど
に
。
き
し
う
か
う
や
さ
ん
に
い
た
り
。
か
た
は
ら
に
。

か
す
か
な
る
あ
ん
じ
つ
を
む
す
び
。
む
か
し
の
さ
み
せ
ん
を
。
か
ね
に
た
ゝ
き
か

へ
。
な
げ
ぶ
し
を
。
ね
ん
ぶ
つ
に
と
な
へ
か
へ
。
そ
ら
だ
き
の
。
ゑ
な
ら
ぬ
か
ほ

り
を
。
ま
つ
か
う
に
ふ
す
べ
か
へ
。
お
も
へ
ば
た
の
し
き
も
。
う
つ
り
か
は
れ
ば
。

つ
ゐ
に
あ
だ
に
な
ら
し
ば
の
。
し
ば
の
と
ぼ
そ
た
け
の
か
き
に
。
む
か
し
の
つ
み

を
そ
ろ
し
く
。
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
の
い
と
な
み
に
は
。
二
女ぢ
よ

の
た
め
と
て
。
一
し
ん

ふ
ら
ん
の
。
な
ま
い
だ

く
も
。
い
と
あ
は
れ
に
き
こ
へ
し
。
た
の
ま
れ
す
。
は

第 八 図 第 七 図
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な
の
（
十
七
ウ
）
さ
か
り
も
ひ
と
ゝ
き
の
。
あ
ら
し
に
ち
り
の
う
き
世よ

に
。
う
き

た
つ
う
わ
き
の
か
た
ま
り
。
か
く
は
な
り
ゆ
く
身み

の
は
て
ぞ
か
な
し
き
（
□
オ
）

好か
う

色し
よ
く

三
人
紅

く
れ
な
い

巻ま
き

之の

二
三
目も

く
ろ
く録

一○
見
る
と
其
ま
ゝ
ぬ
け
る
少
人

　
　
　
　
　
附
思
は
す
も
情な
さ
けの

雨あ
ま

宿や
ど

あ
り

二○
ぬ
れ
帷か

た
ひ
ら子

は
恋こ

ひ

の
な
か
だ
ち

　
　
　
　
　
附
猶
ぬ
れ
か
ゝ
る
文ふ
み

は
袖そ

で

に
あ
り

三○
月つ

き

に
村む

ら

雲く
も

花は
な

に
風か

せ

の
世よ

　
　
　
　
　
附
ま
て
は
甘か

ん

露ろ

の
日ひ

よ
り和

あ
り
（
一
オ
）

〔
余
白
〕（
一
ウ
）

　
　
　
一□
　
見
る
と
其
ま
ゝ
ぬ
け
る
少
人

恋こ
ひ

は
さ
か
り
に
。
ふ
り
そ
て
を
の
み
。
見
る
も
の
か
は
。
さ
れ
ば
す
じ
か
い
ば
し

辺へ
ん

に
。
松ま
つ

島し
ま

宮く

内な
い

左さ

衛へ

門も
ん

と
い
ふ
浪ら
う
に
ん人

あ
り
。
も
と
は
さ
る
い
ゑ
た
か
き
大た
い

名
み
や
う

に
つ
か
へ
り
し
が
。
や
う
す
あ
り
て
三
ケ
ね
ん
い
ぜ
ん
に
。
い
と
ま
を
と
り
。
此こ
の

所と
こ
ろに
す
ま
ゐ
す
。
一い
つ

子し

に
竹た
け

之の

助す
け

と
て
。
其そ
の

と
し
十
六
に
な
る
あ
り
。
き
り
や
う

世よ

に
こ
え
。
み
や
び
や
か
也
。
ひ
か
る
げ
ん
じ
は
見
ぬ
世よ

の
む
か
し
。
ま
の
あ
た

り
か
ゝ
る
美ひ

少し
や
う

人じ
ん

も
あ
る
も
の
か
な
と
。ま
ば
ゆ
き
ほ
ど
な
り
。む
べ
な
る
か
な
。

い
ま
な
り
ひ
ら
と
よ
ば
れ
て
。
こ
れ
ぞ
こ
ひ
ぐ
さ
の
た
ね
。
四よ
そ
じ十
五い
そ
じ十
の
女に
よ
うぼ
う

さ
へ
（
二
オ
）

　
　

挿
絵
第
九
図
（
二
ウ
）

　
　

挿
絵
第
十
図
（
三
オ
）

こ
れ
が
と
を
れ
ば
。
は
し
り
い

で
ゝ
。
子こ

の
な
く
を
も
し
ら
す
ま

し
て
そ
の
ほ
か
の
。
む
す
め
わ
か

き
女を
ん
なな
ど
は
。う
つ
ゝ
ぬ
か
し
て
。

ゆ
め
に
な
り
と
も
。
此こ
の

わ
か
し
ゆ

を
み
ん
こ
と
を
。
思を
も

へ
り
。
か
ぞ

い
ろ
の
い
と
を
し
み
あ
さ
か
ら

ず
。
世よ

の
ひ
と
の
は
ら
か
ら
あ
ま

た
あ
る
に
さ
へ
。子こ

を
お
も
ふ
は
。

な
を
ざ
り
な
ら
ぬ
に
。
い
は
ん
や

一い
つ

子し

形け
い
よ
う容

端た
ん
せ
い正

な
る
を
や
。
あ
る

と
き
竹
之
助
。
ち
ゝ
は
ゝ
に
い
ふ

や
う
。
こ
の
ご
ろ
は
ち
つ
き
よ
い

た
し
。
気き

も
つ
ま
り
候
ま
ゝ
。
け
ふ
は
浅あ
さ

草く
さ

の
く
は
ん
お
ん
へ
。
さ
ん
け
い
い
た

し
た
ふ
そ
ん
じ
ま
す
る
と
。
い
へ
ば
。
ふ
ぼ
は
か
わ
ひ
さ
に
。
い
か
に
も
ま
い
れ

と
て
。
を
と
な
し
き
僮ど
う

僕ぼ
く

二
三
人
つ
れ
さ
せ
。
く
は
ん
を
ん
は
。
人
と
を
り
し
げ

き
（
三
ウ
）
ほ
ど
に
う
わ
き
ら
し
き
も
の
き
た
る
な
ら
は
よ
け
よ
な
と
い
と
こ
ま

か
に
。
い
ゝ
ふ
く
め
け
る
も
せ
つ
な
り
。
竹
之
介
出
立
こ
ろ
し
も
夏
に
て
。
そ
う

ち
し
ろ
の
か
た
ひ
ら
に
五
所
ぢ
や
う
も
ん
の
。
花
輪
違
を
。
あ
さ
ぎ
い
と
に
て

ぬ
わ
せ
。
す
そ
よ
り
か
た
ま
で
。
あ
し
の
は
を
う
す
が
き
に
そ
め
つ
け
。
う
す
ね

第 十 図 第 九 図
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す
み
色
の
し
ゆ
す
の
は
ゞ
ひ
ろ
の
お
び
を
。
し
ど
け
な
く
む
す
び
つ
ゝ
。
し
り
つ

き
の
ぼ
つ
と
り
さ
。
ど
ふ
も
い
は
れ
ず
。
け
ふ
し
も
御
ゑ
ん
日
と
て
。
老
若
の
さ

ん
け
い
。
ひ
き
も
き
ら
ず
。
と
ん
て
き
ら
が
。
の
ふ
ぬ
け
ま
す
は
。
人
ご
ろ
し
め

と
。
音
高
に
は
し
た
な
ふ
。
い
ふ
も
気
の
ど
く
さ
。
い
さ
よ
ひ
の
月
に
ひ
と
し
き

ふ
り
袖
に
。（
四
オ
）
お
ば
ゝ
の
こ
し
を
か
ゞ
め
。
つ
え
に
す
が
り
て
。
つ
き
て

と
を
る
も
お
か
し
。
か
の
ふ
り
そ
で
竹
之
助
に
。
し
た
ゝ
る
き
尻
目
づ
か
ひ
も
心

に
く
ゝ
。
茶
屋
の
か
ゝ
が
。
た
ば
こ
ま
い
つ
て
こ
ざ
ん
せ
。
よ
ら
さ
ん
せ
の
こ
ゑ

く
か
し
か
ま
し
か
く
て
。
ほ
ん
だ
う
へ
ま
ふ
で
。
ま
つ
し
や

く
ま
で
お
が
み

め
ぐ
り
。
下
向
す
る
に
お
よ
ん
で
。
そ
ら
さ
だ
め
な
き
夏
の
お
ゝ
ぞ
ら
。
た
ち
ま

ち
か
き
く
も
り
。
ふ
る
あ
め
し
や
ぢ
く
の
ご
と
く
。
か
み
な
り
は
し
き
り
に
と
ゞ

ろ
き
わ
た
れ
り
。
快
晴
を
た
の
み
。
か
ら
か
さ
か
つ
は
も
あ
ら
ば
こ
そ
。
か
た
び

ら
も
し
ぼ
り
あ
へ
ず
。
し
ば
し
は
茶
屋
に
た
ゝ
ず
み
。
あ
め
の
は
れ
ま
を
ま
ち
け

れ
ど
も
な
を
や
ま
ず
。
そ
の
う
ち
に
（
四
ウ
）
草ぞ
う

履り

取と
り

い
づ
か
た
よ
り
か
。
か
い

く
し
く
か
ら
か
さ
一
ほ
ん
も
ち
き
た
り
。
竹
之
助
に
さ
ゝ
せ
。
本ほ
ん
だ
う道

を
と
を
る

に
。
い
か
づ
ち
は
い
よ

く
ひ
し
め
き
。
て
ん
ち
も
く
つ
が
へ
す
ば
か
り
な
り
。

か
く
て
は
か
な
は
せ
給
ふ
ま
じ
。
い
つ
れ
の
家い
へ

へ
な
り
と
も
す
い
さ
ん
し
給た
ま

ひ
。

雷ら
い

雨う

し
づ
ま
る
ま
で
。
御
や
ど
り
し
か
る
べ
き
な
ど
。
め
し
つ
れ
し
者
共
い
ゝ
け

れ
ば
。
い
か
に
も
と
て
。
こ
ま
か
た
だ
う
の
て
ま
へ
に
。
も
ん
が
ま
へ
の
あ
り
け

る
家
に
い
り
。
玄げ
ん

関く
わ
んに

指さ
し

か
ゝ
り
。
わ
れ
は
く
は
ん
を
ん
。
ま
ふ
で
の
も
の
に
て

さ
ふ
ら
う
が
。
途と

中ち
う

よ
り
雷ら
い

雨う

に
あ
ひ
。
め
い
わ
く
に
お
よ
び
さ
ふ
ら
ふ
。
す
い

さ
ん
な
が
ら
。
晴は
れ

間ま

ま
で
。
貴き

宅た
く

を
恩を
ん

借し
や
く

。
い
た
し
（
五
オ
）
た
く
さ
ふ
ら
ふ

と
い
ゝ
け
れ
ば
。
け
ん
く
は
ん
ば
ん
の
も
の
。
主し
ゆ

人じ
ん

へ
か
く
と
つ
ぐ
。
主
人
も
仁じ
ん

心
あ
る
人
に
て
。
そ
れ
は
い
た
は
し
き
事
か
な
。
ま
づ
う
へ
ゝ
あ
げ
て
。
き
う
そ

く
さ
せ
ま
せ
ひ
と
い
ゝ
つ
け
。
主
人
五い

そ

十じ

ば
か
り
と
見
え
け
る
が
。
た
ち
い
で
た

い
め
ん
し
。
見
申
せ
ば
い
ま
だ
御こ

若ぢ
や
く

輩は
い

に
見
へ
給
ふ
。
雨あ
め

の
は
れ
さ
ふ
ら
ふ
ま

で
。
御
あ
し
を
や
す
め
ら
れ
候
へ
。
さ
て
御
や
ど
は
い
づ
か
た
に
て
候
。
は
て
よ

い
御
き
り
や
う
な
ど
て
。
し
た
ゝ
る
き
目
つ
き
も
を
と
な
げ
な
し
。
竹
之
助
さ
て

く
せ
つ
な
る
御
心
入
ど
も
よ
ろ
こ
ひ
い
り
て
こ
そ
侍
れ
。
わ
が
身
事
。
す
じ
か

い
ば
し
の
ほ
と
り
に
。
ま
か
り
あ
り
さ
ふ
ら
ふ
。
け
ふ
し
も
浅
草
（
五
ウ
）
く
は

ん
を
ん
へ
ま
ふ
で
候
と
こ
ろ
に
。
下
か
う
の
き
ざ
み
道
よ
り
雷ら
い

雨う

に
あ
ひ
。
御
や

ど
を
見
か
け
し
ゆ
へ
。
す
い
さ
ん
い
た
し
候
と
。
相
の
ぶ
る
。
て
い
し
ゆ
御
ち
や

く
候
か
た
ひ
ら
の
。
こ
と
の
ほ
か
ぬ
れ
さ
ふ
ら
ふ
ま
ゝ
。
申
つ
け
ほ
さ
せ
申
さ
ん

と
て
。
手
を
た
ゝ
け
ば
。
あ
い
と
い
ふ
て
ぼ
く
い
で
ぬ
れ
は
あ
の
を
こ
の
か
た
び

ら
を
。
お
く
に
て
の
さ
せ
つ
。
ほ

し
つ
な
ど
し
て
ま
い
ら
せ
よ
。
そ

の
う
ち
お
さ
ん
が
か
た
び
ら
に
て

も
き
せ
申
せ
な
ど
。
ね
ん
ご
ろ
に

い
ゝ
つ
け
て
。
か
つ
て
へ
い
り
ぬ

く
だ
ん
の
ほ
く
は
な
や
か
な
る
大

ふ
り
そ
て
の
ぢ
し
ろ
に
。
す
そ
に

あ
さ
ぎ
に
た
つ
な
み
。
む
ら
ち
と

り
を
方ほ
う

く々
へ
。
べ
に
か
の
こ
に
そ

め
つ
け
て
。
五
所
も
ん
に
。
も
ゑ

（
六
オ
）

　
　

挿
絵
第
十
一
図
（
六
ウ
）

　
　

挿
絵
第
十
二
図
（
七
オ
）
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き
い
と
の
篠
の
葉
の
上
に
黒
糸
し
て
こ
ひ
と
い
ふ
字
を
ぬ
ひ
か
け
ゝ
る
を
も
ち
き

た
り
て
ぬ
れ
か
た
び
ら
を
取
か
へ
て
き
か
へ
さ
せ
け
る
。
竹
之
助
お
も
ふ
や
う
。

今
て
い
し
ゆ
が
お
さ
ん
が
と
い
ゝ
つ
此
も
よ
う
の
て
い
を
見
る
に
気
の
と
を
り
た

る
む
す
め
に
や
あ
り
な
ん
さ
そ
や
情
の
み
ち
も
あ
さ
か
る
ま
じ
。
あ
は
れ
せ
め
て

は
。
ち
ら
と
ば
か
り
も
。
ほ
の
見
た
き
と
。
お
も
ひ
い
り
へ
の
あ
ま
を
ぶ
ね
。
こ

が
れ
て
の
み
。
恋こ
ひ

の
な
か
だ
ち
と
な
れ
り

　
　
　
二□
　
ぬ
れ
か
た
び
ら
は
恋
の
媒

人
の
行
す
ゑ
と
。
水
の
な
が
れ
は
し
れ
ぬ
も
の
。
く
だ
ん
の
て
い
し
ゆ
は
。
山
尾

何
某
と
か
や
い
ふ
て
。
去
西
国
大
名
の
（
七
ウ
）
も
と
に
。
者も
の

頭か
し
らし
て
。
此
地
に

借し
や
く

宅た
く

し
て
す
ま
ゐ
す
。
彼か
の

む
す
め
に
お
さ
ん
と
て
。
名な

に
し
あ
ふ
月
に
ひ
と
つ

ぞ
こ
へ
し
よ
は
ひ
よ
そ
を
ひ
ゆ
ふ
び
に
。
め
ん
て
い
柳
や
な
き

顔が
ほ

に
む
つ
く
り
と
し
て
ど

ふ
も
い
は
れ
ず
。
三み
そ
し
ひ
と
も
し

十
一
字
に
あ
さ
ゆ
ふ
た
づ
さ
は
り
情
の
み
ち
千ち

尋ひ
ろ

は
も
の
か

は
。
い
か
成
い
な
か
の
あ
ら
ゑ
び
す
も
鍬く
は

を
い
だ
い
て
赤
し
や
く

龍り
う

丹た
ん

を
。
の
み
た
が
ら

ぬ
は
な
し
。
し
る
も
し
ら
ぬ
も
恋
ご
ろ
も
う
ら
み
わ
び
ぬ
る
人
の
み
な
り
お
さ
ん

は
竹
之
助
が
。
濡ぬ
れ

か
た
び
ら
。
を
く
に
て
女
ど
も
。
火
に
あ
て
ほ
し
つ
。
し
き
の

し
す
る
を
見
て
い
か
な
る
人
と
は
し
ら
ね
ど
も
。
ふ
り
袖
の
て
い
何
れ
い
ろ
あ
る

か
た
と
お
ぼ
へ
た
り
と
て
。
最さ
い
せ
ん前

（
八
オ
）
か
た
び
ら
取
か
へ
に
出
け
る
。
角
蔵

に
ひ
そ
か
に
い
か
な
る
人
に
て
や
あ
る
。
と
し
は
い
く
つ
ほ
ど
に
見
ゆ
る
な
ど
た

つ
ね
け
れ
ば
角
蔵
聞き
ゝ

て
。
ゑ
も
い
は
れ
ぬ
や
ん
ご
と
な
き
御お

若
衆
さ
ま
に
て
。
と

し
の
比
を
い
は
お
ま
へ
さ
ま
ほ
ど
に
。
み
へ
侍
る
と
い
ふ
に
ぞ
。
い
と
ゞ
心
も
み

た
れ
が
み
の
。
分わ
け

て
そ
れ
と
は
い
は
ね
ど
も
。
あ
は
れ
そ
の
か
た
さ
ま
を
一
め
か

い
ま
み
た
く
お
も
ひ
。
し
や
う
じ
の
す
き
ま
よ
り
の
ぞ
き
見
れ
ば
角
蔵
が
は
な
し

よ
り
。
な
を
み
や
び
や
か
な
り
み
る
と
ひ
と
し
く
。
お
も
ひ
い
や
ま
さ
り
つ
ゝ
。

ぢ
き
に
い
だ
き
つ
き
て
。
し
に
た
き
ほ
ど
な
り
。
お
さ
ん
お
も
ふ
や
う
。
た
ゞ
に

此
ま
ゝ
や
み
な
ん
も
。
ほ
い
な
け
れ
。
い
か
成
よ
す
が
も
あ
れ
か
し
。（
八
ウ
）

一
ひ
ね
り
に
心
の
色
を
と
思
へ
ど
も
。
そ
れ
さ
へ
か
な
は
す
あ
ん
じ
わ
づ
ら
ひ
し

が
。
き
つ
と
お
も
ひ
い
だ
し
て
。
や
が
て
か
た
は
ら
の
部
屋
に
て
。
硯
を
な
ら
し

て
お
も
ひ
の
い
ろ
を
。
あ
ら

く
か
き
つ
ゞ
れ
り
。
玉
づ
さ
の
わ
け
。
あ
か
ら
さ

ま
に
は
さ
ら
な
り
。
は
つ
か
し
な
が
ら
み
ち
の
く
の
。
し
の
ぶ
も
じ
す
り
わ
れ
な

く
は
。
み
だ
れ
そ
め
な
ま
し
も
の
を
。
心
の
う
ち
御
は
か
り
候
て
。
せ
め
て
は
い

ろ
あ
る
御
返
事
。
ま
つ
の
み
と
か
き
て
。
竹
之
介
が
か
た
び
ら
。
わ
れ
た
ゝ
ま
ふ

と
て
。
振
そ
で
の
う
ち
へ
。
い
と
し
て
ぬ
ひ
つ
け
。
た
ゝ
む
て
い
に
も
て
な
し
。

角
蔵
に
わ
た
し
け
れ
ば
。
や
が
て
座
敷
（
九
オ
）
ゑ
。
も
ち
て
出
ぬ
。
ざ
し
き
に

て
は
ほ
ど
ふ
る
う
ち
に
竹
之
助
申
や
う
。
さ
て
も
浅
草
の
く
わ
ん
ぜ
を
ん
の
は
や

ら
せ
た
ま
ひ
て
。
貴き

賤せ
ん

あ
ゆ
み
を
。
は
こ
ぶ
事
限
か
ぎ
り

な
し
。
此
尊そ
ん

仏
は
い
づ
れ
の
世

よ
り
。
此
所
に
た
ゝ
せ
ら
れ
さ
ふ
ら
ふ
ぞ
。
ゑ
ん
ぎ
御
そ
ん
じ
候
は
ゝ
。
そ
と
御

も
の
が
た
り
う
け
た
ま
り
た
く
こ
そ
候
へ
と
。
望
け
れ
ば
て
い
し
ゆ
申
さ
れ
け
る

は
。
そ
れ
が
し
も
ち
か
き
比
。
此
所と
こ
ろ

へ
ひ
き
こ
し
。
ま
か
り
あ
り
候
へ
は
。
く

わ
し
く
は
そ
ん
じ
侍
ら
ず
さ
り
な
が
ら
。
此
と
こ
ろ
の
古こ

老ら
う

一
両
輩は
い

。
内
外
心
や

す
く
出
入
。
申
も
の
侍
る
が
。
彼か
の

者も
の

共
之
。
は
な
し
申
け
る
や
う
を
。
あ
ら

く

覚
候
通
語か
た
り

候
べ
し
（
九
ウ
）
そ
も

く
此こ
の

浅あ
さ
く
さ草
の
く
は
ん
ぜ
を
ん
の
。
ゑ
ん
ぎ

を
た
づ
ね
た
て
ま
つ
る
に
。
い
に
し
へ
此こ
の

あ
さ
く
さ
川か
は

を
ば
。
宮み
や

戸と

川が
は

と
申
て
。

漁ぎ
よ

父ふ

の
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
也
。
し
か
る
に
す
い
こ
て
ん
わ
う
の
御ぎ
よ

宇う

に
。
進し
ん
の

中な
か

臣ど
み

と
い
ふ
人ひ
と

有あ
り

。
少す
こ
しあ
や
ま
れ
る
事こ
と

有あ
り

て
。
此
と
こ
ろ
へ
流る

人に
ん

と
成な
り

て
あ
り
し
が
。
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か
れ
が
ら
う
ど
う
に
。
ひ
の
く
ま
。
は
ま
成な
り

。
た
け
な
り
と
て
。
き
や
う
だ
い
三

人
の
も
の
。
主し
ゆ
じ
ん人

の
跡あ
と

を
し
た
ひ
て
。
爰こ
ゝ

に
た
づ
ね
き
た
り
。
み
や
づ
か
へ
す
な

ど
り
を
し
て
。
主し
う

従ぐ
の
い
と
な
み
を
送を
く

り
し
に
。
推す
い

古こ

三
十
六
年
。
つ
ち
の
へ
子
。

三
月
十
八
日
の
事こ
と

成な
る

に
。
き
や
う
だ
い
三
人
の
も
の
。
あ
み
を
も
ち
。
ふ
ね
に
さ

ほ
（
十
オ
）
さ
し
て
。
み
や
と
川か
は

の
沖を
き

に
こ
ぎ
い
だ
し
て
。
あ
み
を
お
ろ
し
け
る

に
。う
ほ
さ
ら
に
な
し
。あ
な
た
こ
な
た
と
こ
ぎ
め
ぐ
り
。あ
み
を
お
ろ
し
け
る
に
。

七
度ど

ま
で
あ
や
し
き
も
の
か
ゝ
り
ぬ
。
ふ
し
ぎ
に
お
も
ひ
。
月つ
き

の
夜よ

陰か
げ

に
。
見
た

て
ま
つ
れ
ば
。
く
わ
う
み
や
う
か
く
や
く
た
る
。
御
仏ぶ
つ
た
い躰
く
わ
ん
ぜ
を
ん
に
て
お

は
し
ま
す
。
兄き
や
う

弟だ
い

三
人
大
き
に
お
ど
ろ
き
。
手て

を
合あ
わ
せら
い
は
い
し
。
か
り
に
草く
さ

屋
を
し
つ
ら
ひ
て
あ
ん
ち
せ
し
が
。
此こ
の

辺へ
ん

の
草く
さ

か
り
十
人
。
と
も
な
ひ
き
た
り
。

か
の
草く
さ

屋
よ
り
。
金こ
ん
じ
き色

の
ひ
か
り
さ
し
け
る
を
み
て
。
終つ
い

に
見
な
れ
ざ
る
く
さ
や

に
。
く
は
う
め
う
。
か
く
や
く
こ
そ
あ
や
し
け
れ
（
十
ウ
）
と
て
。
お
が
み
た
て

ま
つ
れ
ば
。
た
つ
と
き
く
わ
ん
を
ん
の
御
仏ぶ
つ

躰
也
。
こ
れ
は
い
か
成
人
の
わ
ざ
や

ら
ん
と
。
あ
や
し
み
け
る
所
へ
か
の
三
人
の
も
の
共
来
り
て
。
か
や
う

く
の
や

う
す
と
。
く
わ
し
く
か
た
り
け
れ
ば
。
い
よ

く
た
う
と
み
を
の

く
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
。
わ
づ
か
の
御み

だ
う
を
と
り
た
て
け
る
と
也
。
今
に
い
た
り
て
。
兄
弟

三
人
を
三さ
ん

所じ
よ

之の

護ご

法ほ
う

と
あ
が
め
。
又
十
人
の
く
さ
か
り
を
。
十じ
つ

社し
や

権ご
ん

現げ
ん

と
い
わ
ひ

奉
る
也
。
さ
て
は
じ
め
て
く
さ
や
を
た
て
し
所
に
も
宮
を
た
て
。
一
の
ご
ん
げ
ん

と
申
也
。
し
か
る
に
孝か
う

徳と
く

天
皇わ
う

の
御ぎ
よ

宇う

。
大
化
元
年
に
。
勝し
や
う

海か
い

上
人
。
此
地
に

ま
う
で
。
き
ど
く
の
つ
げ
お
は
し
ま
し
け
る
よ
り
（
十
一
オ
）

　
　

挿
絵
第
十
三
図
（
十
一
ウ
）

　
　

挿
絵
第
十
四
図
（
十
二
オ
）

此
か
た
。
御
本
尊
を
ぢ
き
に
お
が
み
た
て
ま
つ
る
人
な
し
。
朱
雀し
や
く

院ゐ
ん

の
御
宇
。

天
慶
五
年
に
。
安あ

は
の房

守
平
た
い
ら
の

公き
ん
ま
さ雅

。

こ
の
く
わ
ん
を
ん
に
い
の
り
て
。

所
願
ぐ
わ
ん

を
ま
ん
ぞ
く
し
。
く
に
の
守

に
な
り
て
。
官
位ゐ

た
か
く
の
ぼ
り

し
か
ば
。
其
よ
ろ
こ
び
に
。
く
わ

ん
を
ん
だ
う
を
再さ
い
か
う興

し
。
か
た
は

ら
に
又
。
仏
堂
を
た
て
。
輪り
ん

蔵
を

作
り
。
院
坊
を
た
て
。
五
重ぢ
う

の
塔た
う

を
つ
く
り
。
鳬ふ

鐘し
や
う

を
鋳い

て
た
か

く
。
一
楼ら
う

に
か
け
ら
る
ゝ
。
鯨げ
い

音い
ん

と
を
く
ひ
ゞ
き
て
は
。
き
く
人
無

明
の
ね
ぶ
り
を
さ
ま
し
。
参さ
ん
け
い詣

礼ら
い
は
い拝
の
と
も
が
ら
は
。
福ふ
く
し
ゆ寿
海か
い

無

量
の
。
利
生
を
か
う
ふ
る
事
。
鏡か
ゝ
みに

か
げ
の
う
つ
る
が
ご
と
し
。
そ
れ
よ
り
の

ち
。
或
は
ぢ
し
ん
。
或
は
兵
火
に
て
（
十
二
ウ
）
度た
ひ

く々
堂た
う

塔く
破は

壊ゑ

す
れ
と
も
。
さ

い
か
う
た
び

く
な
り
。
源
の
よ
り
と
も
卿き
や
うは

。
三
十
六
町
の
神
田で
ん

を
よ
せ
ら
れ
。

足あ
し
か利ゞ
の
尊
氏う
ち
か
う公
。
又
寺じ

領り
ょ
う
を
よ
せ
ら
れ
け
る
と
な
り
。
其
外
代
々
の
武ぶ

将し
や
う
。
御

崇そ
う

敬き
や
う

あ
さ
か
ら
ず
。
取
わ
け
当
御
代
の
御
元ぐ
わ
ん

祖そ　

東と
う

照し
や
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

様さ
ま

。
御ご

信し
ん

心ぐ

あ
さ
か
ら
ざ
り
し
。
御ご

仏ふ
つ

像ぞ
う

に
て
お
は
し
ま
す
也
と
。
こ
と
ば
に
花
を
さ
か
せ
。

委い

細さ
い

に
か
た
り
を
は
れ
ば
。
彼か
の

角
蔵
か
た
び
ら
を
。
竹
之
介
か
前
へ
さ
し
出い
だ

す
。

竹
之
介
よ
ろ
こ
び
き
か
へ
。
て
い
し
ゆ
へ
の
謝し
や

礼れ
い

よ
き
ほ
ど
に
の
べ
。
雷ら
い

雨う

も
し

づ
ま
れ
ば
。
ぼ
く
う
ち
つ
れ
。
道
す
が
ら
も
か
の
お
さ
ん
が
事
の
み
思
ひ
つ
け
。

す
じ
か
い
ば
し
へ
（
十
三
オ
）
お
も
む
き
け
る
。
竹
之
介
が
た
ら
ち
ね
は
。
雷ら
い

雨う

第 十四 図 第 十三 図

七
一

江
戸
版
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）



を
か
な
し
み
む
か
ひ
に
と
て
。
く
わ
ん
を
ん
の
地
内
ま
で
。
か
ら
か
さ
か
つ（
マ
マ
）を
も

た
せ
遣
し
ぬ
。
方
々
た
づ
ね
ま
は
れ
ど
も
見
ら
ね
ば
。
是ぜ

ひ非
な
く
や
ど
へ
か
へ
り

か
く
と
い
へ
ば
。
神
な
ら
ぬ
身
の
か
な
し
さ
は
。
大
き
に
を
ど
ろ
き
な
げ
き
。
め

も
あ
て
ら
れ
ぬ
さ
ま
な
り
し
所
へ
。
竹
之
助
か
へ
り
き
た
れ
は
。
た
ら
ち
ね
は
ぢ

ご
く
に
て
。
ほ
と
け
に
あ
ふ
た
る
。
こ
ゝ
ち
し
て
よ
ろ
こ
び
。
御
身
は
い
づ
か
た

に
あ
り
け
れ
ば
。
観く
は
ん

音を
ん

の
地
内
ま
で
。
む
か
ひ
を
こ
し
け
る
が
。
か
つ
て
見
へ

す
と
て
か
へ
り
し
ゆ
へ
。
大
に
き
づ
か
ひ
し
た
り
と
い
へ
ば
。
竹
之
助
さ
こ
そ
候

は
ん
ず
れ
。
こ
ま
か
た
だ
う
の
へ
ん
の
家い
へ

へ
推す
い
さ
ん参
（
十
三
ウ
）
い
た
し
。
雨あ
ま

や
ど

か
り
さ
ぶ
ら
ふ
と
こ
ろ
に
。
し
か

く
の
心
い
れ
に
て
。
亭て
い

主し
ゆ

の
か
い
ほ
う
に
あ

づ
か
り
さ
ふ
ら
ふ
と
。
く
は
し
く
か
た
り
。
わ
が
へ
や
へ
ゆ
き
て
。
袖そ
で

の
う
ち
を

見
れ
ば
。
一
ふ
う
の
ふ
み
。
い
と
し
て
ぬ
ひ
つ
け
て
あ
り
。
竹
之
介
も
さ
す
が
の

通
り
も
の
。
去さ
る

事
や
あ
る
べ
き
と
て
。
い
そ
ぎ
ひ
ら
き
見
れ
ば
。
御
し
ん
の
ほ
ど

も
御
は
づ
か
し
な
が
ら
。
ほ
の
み
し
よ
り
の
か
き
は
じ
め
。
や
ま
と
こ
と
ば
の
ゑ

ひ
の
色
も
ふ
か
み
ど
り
。
ま
つ
を
し
ぐ
れ
の
そ
め
か
ね
て
の
。
古こ

哥か

ま
じ
り
。
と

か
ふ
は
も
た
れ
が
ま
し
く
ざ
つ
と
留と
め

ま
い
ら
せ
候
と
。
か
き
つ
ゞ
け
た
る
筆ふ
で

の
す

さ
ひ
。
見
る
と
う
れ
し
さ
か
ぎ
り
な
し
。
し
か
じ
此
事
成し
ゃ
う

就じ
ゅ

（
十
四
オ
）
す
と

も
。
他た

へ
も
れ
き
こ
へ
な
ば
。
お
や
の
い
さ
め
世
の
そ
し
り
。
身
を
な
げ
か
ま
じ

と
お
も
ひ
川
。
ふ
か
き
お
も
ひ
の
た
ま
づ
さ
を
。
す
て
ゝ
も
お
か
れ
す
。
と
れ
ば

お
も
か
げ
に
た
ち
そ
ひ
て
。
と
や
せ
ん
か
く
や
あ
ら
ん
と
。
進し
ん

退だ
い

爰こ
ゝ

に
き
は
ま
り

し
が
。
よ
く

く
思
ふ
に
。
わ
ざ
く
れ
此
恋こ
ひ

ゆ
へ
。
う
き
め
に
あ
ふ
と
も
。
君
が

た
め
を
し
か
ら
ざ
り
し
命
。
つ
ゆ
ば
か
り
も
。
い
と
は
ぬ
も
の
を
と
思
ひ
な
を
し
。

く
た
ん
の
返へ
ん

事じ

を
し
た
ゝ
め
け
る
。
思
ひ
か
す

く
か
き
あ
ら
は
し
。
神
ば
か
り

か
は
。
仏
も
お
や
も
と
の
御
ち
か
ひ
。
数か
ず

な
ら
ぬ
し
づ
の
身
を
。
か
く
ま
で
あ
く

が
れ
給
ふ
と
の
御
い
は
せ
。
こ
よ
な
ふ
御
う
れ
し
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
。
ぬ
れ

ぬ
先さ

き

こ
そ
（
十
四
ウ
）
露つ
ゆ

を
も
い
と
ひ
候
は
ん
。
よ
し
や
一ひ
と

夜よ

の
新に
ゐ

ま
く
ら
。
情
な
さ
け

の
よ
そ
へ
き
こ
え
つ
ゝ
。
き
み
も
ろ
と
も
に
き
へ
ら
ん
命い
の
ち。

な
に
か
を
し
く
候
は

ん
。
し
か
じ
あ
ふ
さ
き
る
さ
の
人ひ
と

目め

の
せ
き
。
い
か
ゞ
は
し
て
し
の
び
さ
ふ
ら
は

ん
。
此こ
の

御を
ん

返へ
ん

事じ

に
。
待ま
ち

入
ま
い
ら
せ
候
と
か
き
て
。
最さ
い
せ
ん前

と
も
し
た
る
折を
り

介す
け

に
も

た
せ
遣
し
ぬ
。
さ
す
が
こ
の
や
う
な
る
し
よ
わ
け
に
。
あ
た
り
つ
け
た
り
と
。
お

ぼ
へ
て
こ
ゝ
ろ
き
ゝ
。
お
さ
ん
さ
ま
の
お
こ
し
も
と
を
よ
び
出い
だ

し
。
彼か
の

玉た
ま

づ
さ
を

わ
た
し
け
れ
ば
。
な
に
事ご
と

と
は
し
ら
ね
ど
も
。
す
な
は
ち
う
け
と
り
て
お
さ
ん
に

見
せ
け
れ
ば
。
こ
ひ
こ
が
れ
て
あ
り
け
る
を
り
か
ら
。
と
る
て
に
た
へ
ず
ひ
ら
き

見
れ
ば
。
思お
も

ふ
ま
ゝ
（
十
五
オ
）
の
ふ
で
の
す
さ
み
。
う
れ
し
さ
又ま
た

は
こ
し
も
と

の
見
る
ま
へ
の
は
づ
か
し
さ
に
。
か
ほ
に
も
み
ぢ
を
ち
ら
し
。
さ
し
う
つ
む
い
て

ぞ
居ゐ

た
り
け
る
。
や
な
は
見
る
よ
り
も
い
か
な
る
御
事こ
と

や
ら
ん
。
い
ぶ
か
し
く
こ

そ
と
い
へ
ば
。
な
を
も
は
づ
る
あ
り
さ
ま
に
て
。
ち
つ
と
し
た
も
の
じ
や
と
い
ふ

て
。
か
の
玉た
ま

づ
さ
を
ふ
と
こ
ろ
へ
を
し
い
れ
。
さ
ら
ぬ
て
い
に
。
い
ゝ
ま
ぎ
ら
か

し
け
り
（
十
五
ウ
）

〔
解
題
〕

　
　

一　

書
名
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
架
蔵
本
『
好
色
三
人
紅
』
と
『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』（
仮
題
）
を
翻

刻
し
た
が
、
両
書
の
関
係
と
書
名
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
〔
書
誌
〕
の
『
好
色
三
人
紅
』「
余
説
」
に
記
し
た
よ
う
に
、『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』

は
『
好
色
三
人
紅
』
巻
一
の
後
印
修
訂
本
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
堤
氏
は

ご
架
蔵
の
『
好
色
三
人
紅
』
巻
一
・
三
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
た
（
傍

七
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



線
を
私
に
付
す
。
以
下
同
じ
）。

こ
こ
に
浮
世
草
子
の
一
例
と
し
て
『
好
色
三
人
紅
』
を
紹
介
し
た
い
。
架
蔵

本
は
半
紙
本
の
、
巻
一
・
三
の
端
本
で
あ
る
が
、
他
に
完
本
の
存
在
を
知
ら

な
い
。
序
に

…
…
（
マ
マ
）

小
帖
五
巻
に
つ
ゞ
れ
り
。
何
の
人
の
作
と
云
事
を
不
レ

知

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
五
巻
五
冊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
一
に
は
湯
島

の
辺
に
住
む
大
和
屋
九
郎
右
衛
門
の
男
角
治
郎
が
、
父
の
死
後
吉
原
に
遊
び

遊
女
小
蝶
と
深
い
仲
と
な
る
が
、女
房
の
悋
気
に
よ
っ
て
小
蝶
を
失
い
、怒
っ

て
女
房
を
刺
し
殺
し
て
、発
心
し
諸
国
行
脚
に
出
る
と
い
う
筋
立
て
で
あ
る
。

巻
三
は
、
巻
二
の
話
を
受
け
て
い
る
ら
し
く
、
前
半
の
部
分
が
不
明
で
あ
る

が
、
要
す
る
に
竹
之
介
と
お
さ
ん
と
い
う
若
い
男
女
が
恋
に
陥
り
、
し
か
も

双
方
の
親
が
許
さ
な
い
の
で
、
竹
之
介
の
旧
友
で
野
州
壬
生
の
太
守
に
仕
え

る
黒
川
盛
之
進
を
頼
っ
て
馳
落
ち
を
す
る
。
や
が
て
盛
之
進
の
尽
力
で
二
人

は
め
で
た
く
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
話
で
あ
る
。『
三
人
紅
』
と

い
う
題
名
か
ら
考
え
て
、
巻
四
・
五
に
、
さ
ら
に
一
組
の
恋
愛
が
語
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。
内
容
す
べ
て
江
戸
の
話
で
あ
り
、
竹
之
介
お
さ
ん
の
馳
落
ち

は
、
江
戸
か
ら
壬
生
へ
の
道
行
文
に
な
っ
て
い
る
等
、
江
戸
で
作
ら
れ
た
浮

世
草
子
で
あ
ろ
う
が
、『
好
色
江
戸
紫
』
の
よ
う
に
初
期
の
も
の
で
は
な
く
、

各
巻
章
題
の
付
け
方
等
に
西
鶴
模
倣
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。お
そ
ら
く『
好

色
五
人
女
』
等
を
手
本
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

登
場
人
物
の
漢
字
表
記
等
に
若
干
の
相
違
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
巻
一
の
内
容

を
示
す
傍
線
部
が
『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
と
一
致
し
、
ま
た
巻
三
を
紹
介
す
る
波

線
部
が
架
蔵
本
『
好
色
三
人
紅
』
巻
二
の
内
容
と
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

架
蔵
本
『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
は
改
装
さ
れ
た
後
印
修
訂
本
と
目
さ
れ
、
原
題

簽
や
内
題
・
柱
題
等
が
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
は
あ
く
ま

で
も
仮
題
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
堤
氏
の
『
好
色
三
人
紅
』
巻
一
に
相
当
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
架
蔵
本
『
好
色
三
人
紅
』
と
『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
の

版
式
や
画
風
も
共
通
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三

人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）
と
し
て
扱
っ
た
所
以
で
あ
る
。

　
　

二　

本
書
の
内
容
構
成
に
つ
い
て

　

堤
氏
が
わ
ず
か
に
紹
介
さ
れ
た
『
好
色
三
人
紅
』
の
序
か
ら
は
、
本
書
が
元
来

五
巻
五
冊
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、当
該
書
は
現
行
の
目
録
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
も
と
よ
り
、
当
時
の
書
籍
目
録
や
種
彦
の
『
好
色
本
目
録
』
等
に
も
容
易
に

見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
巻
四
・
五
の
刊
否
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
架

蔵
本
や
堤
氏
蔵
本
、
歴
彩
館
本
の
書
誌
や
内
容
か
ら
、
次
の
よ
う
な
巻
構
成
が
推

測
さ
れ
る
。

○
初
印
本
『
好
色
三
人
紅
』（
半
紙
本
五
巻
五
冊
、
序
・
目
録
あ
り
）　　
　
　
　

　

巻
一　
　

角
次
郎
と
小
蝶
の
話
（
三
章
）

　

巻
二　
　

竹
之
介
と
お
さ
ん
の
話
（
二
章
）

　

巻
三　
　

竹
之
介
と
お
さ
ん
の
話
（
一
章
）

　

巻
四
・
五　

男
女
の
一
話
（
全
三
章
カ
）

七
三

江
戸
版
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）



○
後
印
修
訂
本
『（
書
名
不
明
）』（
半
紙
本
五
巻
五
冊
ま
た
は
三
巻
三
冊
、
序
は

　

改
題
の
た
め
欠
丁
カ
、
目
録
題
・
柱
題
削
除
）

　

巻
一　
　

同
右
（
三
章
）

　

巻
二　
　

同
右
（
二
章
）

巻
三
以
下
の
刊
否
は
不
明
。
た
だ
し
、
歴
彩
館
本
の
裏
見
返
し
の
書
き
入
れ
か

ら
、遅
く
と
も
延
享
四
年
六
月
以
前
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

そ
の
際
、上
中
下
三
巻
『
好
色
三
人
も
み
ぢ
』
と
改
題
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
　

三　

刊
行
年
代
に
つ
い
て

　

潁
原
文
庫
本
に
は
潁
原
氏
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
り
、
当
該
書
の
内
容
上
の
特

徴
や
刊
年
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
（
重
出
）。

竹
之
介
ト
イ
フ
美
少
年
ト
お
さ
ん
ト
イ
フ
娘
ノ
恋
物
語
ナ
リ
、
本
書
ハ
ソ
ノ

第
一
巻
ト
オ
ボ
シ
。
中
ニ
浅
草
観
音
ノ
縁
起
ヲ
事
長
ク
説
ク
ナ
ド
単
純
ナ
ル

浮
世
草
子
ト
ハ
思
ハ
レ
ズ
。
或
ハ
浮
世
草
子
ノ
趣
向
ノ
間
ニ
観
音
ノ
霊
験
、

艶
書
ニ
事
ヨ
セ
古
歌
ノ
智
識
ナ
ド
ヲ
教
ヘ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
カ
。
刊
行

年
代
ハ
元
禄
宝
永
ノ
交
ナ
ラ
ン
。

　

本
書
の
特
徴
と
し
て
、
浅
草
観
音
の
縁
起
が
長
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
が
、事
実
該
当
箇
所
は
一
巻
全
体
の
お
よ
そ
四
分
の
一
の
分
量
を
占
め
る
。

少
し
長
く
な
る
が
、
適
宜
省
略
し
な
が
ら
そ
の
全
体
を
示
し
て
お
く
。

　
『
好
色
三
人
紅
』

そ
も

く
此こ

の

浅あ
さ
く
さ草

の
く
は
ん
ぜ
を
ん
の
。ゑ
ん
ぎ
を
た
づ
ね
た
て
ま
つ
る
に
。

い
に
し
へ
此こ

の

あ
さ
く
さ
川か

は

を
ば
。
宮み
や

戸と

川が
は

と
申
て
。
漁ぎ
よ

父ふ

の
あ
つ
ま
る
と
こ

ろ
也
。
し
か
る
に
す
い
こ
て
ん
わ
う
の
御ぎ
よ

宇う

に
。
進し
ん
の

中な
か

臣ど
み

と
い
ふ
人ひ
と

有あ
り

。

少す
こ
しあ
や
ま
れ
る
事こ
と

有あ
り

て
。
此
と
こ
ろ
へ
流る

人に
ん

と
成な
り

て
あ
り
し
が
。
か
れ
が
ら

う
ど
う
に
。
ひ
の
く
ま
。
は
ま
成な
り

。
た
け
な
り
と
て
。
き
や
う
だ
い
三
人
の

も
の
。
主し
ゆ
じ
ん人

の
跡あ
と

を
し
た
ひ
て
。
爰こ
ゝ

に
た
づ
ね
き
た
り
。
み
や
づ
か
へ
す
な

ど
り
を
し
て
。
主し
う

従ぐ
の
い
と
な
み
を
送を
く

り
し
に
。
推す
い

古こ

三
十
六
年
。
つ
ち
の

へ
子
。
三
月
十
八
日
の
事こ
と

成な
る

に
。
き
や
う
だ
い
三
人
の
も
の
。
あ
み
を
も
ち
。

ふ
ね
に
さ
ほ
さ
し
て
。
み
や
と
川か
は

の
沖を
き

に
こ
ぎ
い
だ
し
て
。
あ
み
を
お
ろ
し

け
る
に
。
う
ほ
さ
ら
に
な
し
。
…
…
し
か
る
に
孝か

う

徳と
く

天
皇わ

う

の
御ぎ

よ

宇う

。
大
化
元

年
に
。
勝

し
や
う

海か
い

上
人
。
此
地
に
ま
う
で
。
き
ど
く
の
つ
げ
お
は
し
ま
し
け
る
よ

り
此
か
た
。
御
本
尊
を
ぢ
き
に
お
が
み
た
て
ま
つ
る
人
な
し
。
朱
雀し

や
く

院ゐ
ん

の

御
宇
。
天
慶
五
年
に
。
安あ

は
の房

守
平

た
い
ら
の

公き
ん
ま
さ雅

。
こ
の
く
わ
ん
を
ん
に
い
の
り
て
。

所
願ぐ
わ
ん

を
ま
ん
ぞ
く
し
。
…
…
源
の
よ
り
と
も
卿き
や
うは

。
三
十
六
町
の
神
田で
ん

を

よ
せ
ら
れ
。足あ
し
か利ゞ

の
尊
氏う
ち

公か
う

。又
寺じ

領り
や
うを

よ
せ
ら
れ
け
る
と
な
り
。其
外
代
々

の
武ぶ

将し
や
う

。
御
崇そ
う

敬き
や
う

あ
さ
か
ら
ず
。
取
わ
け
当
御
代
の
御
元ぐ
わ
ん

祖そ　

東と
う

照し
や
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

様さ
ま

。
御ご

信し
ん

心ぐ
あ
さ
か
ら
ざ
り
し
。
御ご

仏ふ
つ

像ぞ
う

に
て
お
は
し
ま
す
也
と
。
こ

と
ば
に
花
を
さ
か
せ
。委い

細さ
い

に
か
た
り
を
は
れ
ば
。　　
　
　
　
（
巻
二
―
二
）

　

右
の
縁
起
で
は
推
古
天
皇
か
ら
孝
徳
天
皇
・
朱
雀
院
、
さ
ら
に
武
家
方
の
頼
朝
・

尊
氏
・
家
康
時
代
の
こ
と
が
一
連
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
す

べ
て
典
拠
が
指
摘
で
き
る
。
貞
享
四
年
六
月
刊
『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』（
画
・
本

文
作
者
不
明
、「
貞
享
四
丁
卯
歳
／
六
月
吉
且
（
マ
マ
）／
山
下
彦
兵
衛
／
簾
翠
屋
仁
兵
衛

七
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



／
鎰
屋
平
右
衛
門
」）
で
あ
る
。

『
古
郷
帰
の
江
戸
咄（
１
）』

抑そ
も 

此く

観く
わ
ん

世ぜ

音を
ん

の
縁ゑ

ん

起ぎ

を
く
わ
し
く
尋た

つ
ね

奉
る
に
。
い
に
し
へ
此
浅あ

さ
く
さ草

川
を

ば
。
宮み
や

戸
川
と
云
て
。
漁き
よ

夫ふ

の
あ
つ
ま
る
所
也
。
然し
か
る

に
推す
い

古こ

天
皇わ
う

の
御き
よ

宇う

に
。
進
し
ん
の

中
臣ど
み

と
云い
ふ

人
有
。
少す
こ
しあ

や
ま
れ
る
事
有
て
。
此
所
ゑ
流る

人
と
成な
り

て
有

し
が
。
彼か
れ

が
郎ら
う
ど
う等

に
。
檜ひ
の

熊く
ま

。
濱は
ま

成な
り

。
武た
け

成な
り

と
て
兄
弟
三
人
の
者も
の

。
主し
ゆ

人
の

跡あ
と

を
し
た
ひ
て
。
此
所
へ
尋た
つ
ね

来
り
。
見
や
づ
か
へ
す
な
ど
り
を
し
て
。
主し
ゆ

従じ
う

の
い
と
な
み
を
送を
く

り
し
に
。
推す
い

古こ

卅
六
戊
つ
ち
の
へ

子
年
三
月
十
八
日
の
事
な
る

に
。
兄き
や
う

弟だ
い

三
人
の
も
の
あ
み
を
も
ち
。
舟ふ
ね

に
さ
ほ
さ
し
て
。
宮み
や

戸
川
の
沖お
き

に
こ
ぎ
い
だ
し
て
。
網あ
み

を
お
ろ
し
け
る
に
。
魚う
を

更さ
ら

に
な
し
。
…
…

〇
孝か

う

徳と
く

天
皇わ

う

。
大
化く

わ

元く
わ
ん

年
に
。
勝し

や
う

海か
い

上
人
此
地
に
も
う
で
。
奇き

特ど
く

之
告つ
げ

お

わ
し
ま
し
け
る
よ
り
此
か
た
。
御ご

本
尊そ
ん

を
直ち
き

に
拝お
が

み
奉
る
人
な
し
。

〇
朱し

ゆ

雀し
や
く

院い
ん
の

御ぎ
よ

宇う

。
天て

ん
け
い慶

五
年
に
。
安あ

房わ
の

守か
み

平
た
い
ら
の

公き
ん

雅ま
さ

。
此こ

の

観く
わ
ん

音を
ん

に
祈い

の

り
て
。

所し
よ

願ぐ
わ
ん

を
満ま
ん
ぞ
く足

し
。…
…
源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

卿き
や
う

は
。三
十
六
町
の
神し
ん

田で
ん

を
よ
せ
ら
れ
。

其そ
の

後ゝ
ち

足あ
し
か利ゞ

の
尊た
か

氏う
ち

公か
う

。
又ま
た

寺じ

領り
や
うを

寄よ
せ

ら
れ
け
る
と
也
。
其そ
の

外ほ
か

遠と
を

く
は
。
田た

村む
ら

将し
や
う

軍ぐ
ん

。
新に
つ

田た

義よ
し

貞さ
た

公か
う

。
ち
か
く
は
権ご
ん

現げ
ん

様さ
ま

を
初
は
し
め

奉た
て
ま
つり
。
代だ
い

く々
の
武ぶ

将し
や
う。
御ご

崇そ
う

敬き
や
うあ

さ
か
ら
ざ
り
し
御ご

仏ぶ
つ

像ぞ
う

に
て
ま
し
ま
す
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
五
上
―
六
「
浅あ
さ
く
さ草

寺
の
観く
わ
ん

世を

ん音
」）

　
『
好
色
三
人
紅
』
に
は
漢
字
表
記
が
仮
名
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
好
色
本
（
浮

世
草
子
）
の
読
者
層
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
改
変
が
施
さ
れ
て
は
い
る

が
、『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』
の
記
事
を
編
集
し
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
使
用
し
て

い
る
こ
と
は
、
各
傍
線
部
以
下
の
対
応
箇
所
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。『
古
郷

帰
の
江
戸
咄
』
は
寛
文
二
年
五
月
刊
『
江
戸
名
所
記
』（
画
者
未
詳
、浅
井
了
意
作
、

「
寛
文
二
暦
壬
寅
五
月
日
／
板
本
五
條
寺
町
／
河
野
道
清
」）、
延
宝
五
年
二
月
刊

『
江
戸
雀
』（
菱
川
師
宣
画
、
近
行
遠
通
作
、「
延
宝
五
年
丁
巳
仲
春
日
／
江
戸
大

伝
馬
三
丁
目
／
鶴
屋
／
喜
右
衛
門
板
」）
を
原
拠
と
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
も
の

の
、
例
証
は
省
略
す
る
が
、『
好
色
三
人
紅
』
は
そ
れ
ら
二
書
の
記
述
と
は
違
い
、

細
か
な
表
現
ま
で
『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』
と
一
致
す
る
。

　

こ
の
事
実
は
単
に
『
好
色
三
人
紅
』
の
典
拠
指
摘
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
成
立
や

刊
行
年
代
を
推
定
す
る
大
き
な
手
掛
か
り
と
な
る
。『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』
は
貞

享
四
年
の
初
印
本
刊
行
以
降
、
一
部
改
刻
増
補
さ
れ
て
元
禄
七
年
に
再
印
さ
れ
、

そ
の
後
無
刊
記
本
も
刊
行
さ
れ
る（
２
）。

先
に
示
し
た
浅
草
観
音
縁
起
に
関
す
る
記
事

に
つ
い
て
、
元
禄
七
年
刊
本
以
下
の
諸
本
に
お
い
て
も
改
刻
・
増
補
が
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
ど
の
刊
本
を
参
照
し
た
の
か
は
即
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
好

色
三
人
紅
』
の
刊
行
が
早
く
と
も
『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』
初
印
本
刊
行
以
降
で
あ

る
こ
と
は
確
定
で
き
よ
う
。

　

浅
草
観
音
の
縁
起
に
関
し
て
は
、
土
佐
浄
瑠
璃
「
浅
草
観
音
縁
起
」（
正
本
の

刊
年
未
詳
、
木
下
甚
右
衛
門
板
）
が
知
ら
れ
る
が
、
次
に
そ
の
由
来
を
語
る
詞
章

を
少
し
挙
げ
て
お
く（
３
）。

そ
も

く
、浅
草
。観
世
音
の
、ゆ
ら
い
を
。尋
奉
る
に
。比
は
仁
王
三
十
四
代
。

す
い
こ
天
わ
う
三
十
六
年
。
戊
子
三
月
ツ

十
八
日
に
。
武
州
豊
嶋
の
郡
入
ル

間

の
郷
に
。
し
ん
の
中
臣
と
云
者
有
。
観
音
さ
つ
た
の
誓
願
を
、
深
く
。
頼
み

て
し
ん
か
う
し
。
い
へ
の
子
濱
成
竹
成
友
成
兄
弟
。
三
人
を
召
つ
れ
入
間
川

七
五

江
戸
版
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）



に
。
一
や
う
の
。
舟
を
う
か
へ
て
夕
な
ぎ
に
。
釣
を
た
れ
ん
と
出
け
る
に
折

か
ら
な
み
も
。
し
づ
か
に
て
…
…

　

本
曲
は
同
じ
く
土
佐
節
の
「
三
世
二
河
白
道
」（
正
本
は
宝
永
五
年
七
月
、
木

下
甚
右
衛
門
板
）
の
第
五
章
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が（
４
）、

右
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
を
『
好
色
三
人
紅
』
の
典
拠
と
見
な
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
土
佐
節
で
は
早
く
寛
文
頃
か
ら
浅
草
寺
の
観
音
縁
起
が
語
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
お
り（
５
）、
寛
文
～
宝
永
期
の
江
戸
に
お
い
て
、
観
音

縁
起
に
関
す
る
人
々
の
関
心
や
ニ
ー
ズ
が
あ
る
程
度
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
記
憶

さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
流
行
に
前
後
し
て
、
江
戸
名
所
案
内
記
の

記
念
碑
と
な
る
『
江
戸
名
所
記
』
が
誕
生
す
る
。『
江
戸
名
所
記
』
は
京
都
板
で

は
あ
っ
た
が
、『
江
戸
雀
』『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』
へ
と
続
く
江
戸
板
名
所
記
ブ
ー

ム
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
る
が
、『
好
色
三
人
紅
』
が
『
江
戸
名
所
記
』
で
は

な
く
『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
江
戸
板
す
な
わ
ち
地
本

と
し
て
の
好
色
本
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
』
の
性
格
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
浅
草
観
音
縁
起
に
関
す
る
最
古
の
絵
入
版
本
と
目
さ
れ
る
『
浅

草
観
音
伝
記
』（
刊
記
不
明
）
が
元
禄
初
年
頃
に
刊
行
さ
れ
る（
６
）。

例
証
は
省
略
す

る
が
、本
書
も
ま
た
『
好
色
三
人
紅
』
の
典
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、

元
禄
初
年
頃
に
浅
草
観
音
縁
起
に
特
化
し
た
絵
入
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
事
実

は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
は
画
・
本
文
作
者
の
記
名
は
な
く
、
画
者

に
つ
い
て
は
菱
川
師
宣
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
（『
国
書
総
目
録
』）、
根
拠
は

不
明
で
あ
る
。
近
時
で
は
画
・
本
文
作
者
と
も
に
石
川
流
宣
で
あ
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
て
い
る
が
、
流
宣
は
絵
師
と
し
て
は
師
宣
の
門
下
で
あ
っ
た
。
流
宣
は
貞
享

元
年
三
月
に
江
戸
板
浮
世
草
子
の
嚆
矢
と
な
る『
下
谷
桂
お
と
こ
』（「
松
会
開
板
」）

を
刊
行
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
自
身
が
手
掛
け
た
元
禄
二
年
刊
『
江
戸
図

鑑
綱
目
』（「
元
禄
二
己
巳
天
初
春
／
書
林
／
江
戸
／
相
模
屋
太
兵
衛
」）
に
は
次

の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る（
７
）。

　
　

廿
五　

浮
世
絵
師
（
諸
師
）

橘　
　

町　

菱
川
吉
兵
衛
師
宣

同　
　

所　

同　

吉
左
衛
門
師
房

　
　

廿
六　

板
木
下
絵
師（
８
）

長
谷
川
町　

古
山
太
郎
兵
衛
師
重

浅　
　

草　

石
川
伊
左
衛
門
俊
之

通
油
町　

杉
村
治
兵
衛
正
高

橘　
　

町　

菱
川
作
之
丞
師
永

　
　

十
五　

地
本
屋
（
諸
商
人
無
類
之
分
幷
本
屋
家
書
）

長
谷
川
町　

松
会
三
四
郎　

往
来
物

大
伝
馬
町
三
丁
目　

山
本
九
左
衛
門　

浄
瑠
璃
本

同　
　

町　

鱗
形
屋
三
左
衛
門　

同
断

通
油
町　

鶴
屋
喜
右
衛
門　

同
断

同　
　

町　

山
形
屋
市
郎
右
衛
門　

同
断

　

貞
享
四
年
刊
『
江
戸
鹿
子
』（「
貞
享
四
年
仲
冬
日
（
跋
）
／
江
戸
京
橋
南
新
両

替
町
／
書
林　

小
林
太
郎
兵
衛
」）
で
は
「
地
本
屋
」
は
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
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右
の
五
店
は
す
べ
て
「
浄
瑠
璃
本
屋
」
と
し
て
立
項
・
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
元
禄
初
年
前
後
に
「
地
本
屋
」
な
る
新
た
な
概
念
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ

と
を
示
唆
す
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
頃
『
古
郷
帰
の
江
戸
咄
』『
浅
草
観
音
伝
記
』

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
好
色
三
人
紅
』
に
お
い
て
特
徴
的
な
浅
草
観
音

縁
起
の
語
り
も
、
そ
う
し
た
江
戸
の
流
行
や
出
版
界
の
動
向
に
お
い
て
再
び
眺
め

直
す
時
、
じ
つ
に
時
宜
に
適
っ
た
趣
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
堤
氏

に
よ
っ
て
『
好
色
五
人
女
』（
貞
享
三
年
二
月
刊
）
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
る
『
好

色
三
人
紅
』
で
は
あ
る
が
、
江
戸
板
の
好
色
本
浮
世
草
子
を
新
た
に
企
画
し
よ
う

と
す
る
本
屋
に
と
っ
て
、
貞
享
末
・
元
禄
初
年
頃
は
西
鶴
本
の
新
味
を
活
か
し
な

が
ら
も
地
本
屋
と
し
て
の
江
戸
の
ニ
ー
ズ
（
師
宣
風
の
挿
絵
や
板
式
な
ど
の
モ
ノ

と
し
て
の
本
の
あ
り
方
も
含
む
）
に
応
え
る
最
適
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。

　

ま
た
、
本
書
に
は
当
時
の
風
俗
・
流
行
を
示
す
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。

さ
の
み
ね
た
み
の
心
も
な
く
。
こ
の
に
せ
ふ
み
ほ
ど
の
こ
と
は
。
こ
と
は
り

と
や
い
わ
ん
。
け
ん
ち
よ
と
や
い
は
ん
。
ほ
ん
て
う
女
か
ゝ
み
に
も
。
つ
う

し
た
る
か
。
て
ん
せ
い
の
み
ち
に
か
な
ふ
た
る
か
。　
　
　
　
（
巻
一
―
一
）

さ
し
も
き
の
ふ
け
ふ
ま
で
も
。
ぬ
れ
ふ
う
な
り
し
せ
み
を
れ
の
。
あ
つ
び
ん

な
る
を
。
な
さ
け
な
く
も
。
そ
り
こ
ぼ
し
。
み
せ
ば
か
く
そ
で
の
。
だ
て
な

こ
そ
で
も
。
す
み
の
こ
ろ
も
に
。
そ
め
な
し
つ
ゝ
。　
　
　
　

 （
巻
一
―
三
）

　

右
の
「
ほ
ん
て
う
女
か
ゝ
み
」
は
寛
文
元
年
九
月
刊
『
本
朝
女
鑑
』（「
寛
文
元

年
辛
丑
九
月
吉
旦
／
寺
町
誓
願
寺
前
町
／
西
村
又
左
衛
門
」）
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
が
、
本
書
は
求
板
（「
寛
文
元
年
辛
丑
九
月
吉
旦
／
椹
木
町
／
吉
田
四
郎
右
衛

門
板
刊
」）
さ
れ
広
く
流
布
す
る
の
み
な
ら
ず
、寛
文
十
年
正
月
に
は
『
名
女
物
語
』

と
改
題
・
改
刻
さ
れ
た
江
戸
の
松
会
板
が
刊
行
さ
れ
、
同
年
五
月
に
山
本
九
左
衛

門
に
求
板
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
天
和
二
年
二
月
に
『
日
本
名
女
咄
』
と
改
題
さ
れ

て
木
原
次
郎
右
衛
門
か
ら
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
貞
享
前
後
の
江
戸
の
女
訓
物
ブ
ー

ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
一
書
で
あ
っ
た
。ま
た
、「
ぬ
れ
ふ
う
な
り
し
せ
み
を
れ
」

と
あ
る
「
せ
み
を
れ
（
蝉
折
）」
は
天
和
頃
か
ら
江
戸
に
お
い
て
流
行
し
た
男
の

髪
型
で
、
元
禄
初
期
に
は
上
方
に
お
い
て
も
男
伊
達
の
風
俗
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る（
９
）。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
書
の
出
版
は
貞
享
末
・
元
禄
初
年
頃
と
推
測
し
て
よ
さ

そ
う
で
あ
る
が
、
遅
く
と
も
潁
原
氏
が
推
測
さ
れ
た
「
元
禄
宝
永
ノ
交
」
を
下
る

こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

注（
１
）『
近
世
文
学
資
料
類
従　

古
板
地
誌
編
10
』
（
勉
誠
社
、
昭
55
）
。

（
２
）
注
（
１
）
安
田
富
貴
子
氏
解
題
。

（
３
）『
土
佐
浄
瑠
璃
正
本
集　

第
三
』
（
角
川
書
店
、
昭
52
）
。

（
４
）
注
（
３
）
所
収
、
鳥
居
フ
ミ
子
氏
「
解
題
（
「
浅
草
観
音
縁
起
」
）
」
。

（
５
）
注
（
４
）
に
同
じ
。

（
６
）
吉
田
幸
一
氏
「
解
説
（
「
浅
草
観
音
伝
記
」
）
」
（
『
石
川
流
宣
画
作
集

　

下
巻
』
古
典
文
庫
、
平
７
）
。

（
７
）
注
（
６
）
所
収
。

七
七

江
戸
版
浮
世
草
子
『
好
色
三
人
紅
（
好
色
三
人
も
み
ぢ
）』（
巻
一
・
二
）



（
８
）
立
項
は
初
版
本
に
よ
る
。

（
９
）
金
沢
康
隆
氏
『
江
戸
結
髪
史
』
（
青
蛙
房
、
昭
43
〔
新
装
版
〕
）
。
ま
た

『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
（
第
七
巻
）
に
は
、
貞
享
頃
成
立
『
天
和

笑
委
集
』
（
巻
八
「
不
忍
新
道
名
所
物
語
」
）
や
元
禄
七
年
七
月
刊
『
好
色

万
金
丹
』
（
巻
二
―
二
）
の
用
例
が
記
さ
れ
る
が
、
初
出
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
『
天
和
笑
委
集
』
が
江
戸
の
風
俗
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
た
い
。

（
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
受
理
）

（
ふ
じ
わ
ら　

ひ
で
き　

文
学
部
日
本
・
中
国
文
学
科
教
授
）

参
考
文
献

拙
稿
「
潁
原
文
庫
蔵
『
逸
題
浮
世
草
子
』
と
そ
の
周
辺
」（『
国
語
国
文
』

八
十
八
巻
十
二
号
、
令
１
・
12
）。

本
稿
〔
解
題
〕
は
そ
の
性
格
上
、
右
の
拙
稿
に
多
く
基
づ
く
。
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